
10

20

JP 7686894 B1 2025.6.2

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B1) (11)特許番号　　
特許第7686894号

(P7686894)
(24)登録日　令和7年5月23日(2025.5.23)(45)発行日　令和7年6月2日(2025.6.2)

(54)【発明の名称】　導電構造体及び導電密封装置

(51)国際特許分類
　   Ｆ１６Ｊ 15/3204(2016.01)
　   Ｆ１６Ｊ 15/54 (2006.01)
　   Ｈ０２Ｋ 5/16 (2006.01)
　   Ｈ０２Ｋ 11/40 (2016.01)

ＦＩ
　Ｆ１６Ｊ 15/3204 ２０１ 　　　
　Ｆ１６Ｊ 15/54 　　　　 　　　
　Ｈ０２Ｋ 5/16 　　　　 　　　
　Ｈ０２Ｋ 11/40 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2024-573151(P2024-573151)
(86)(22)出願日　 令和6年6月11日(2024.6.11)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2024/021161

審査請求日　 令和6年12月11日(2024.12.11)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 000004385
ＮＯＫ株式会社
東京都港区芝大門１丁目１２番１５号

(74)代理人　 110004358
弁理士法人ＮＹＴパートナーズ

(72)発明者　 高野  翼
茨城県北茨城市華川町臼場１８７‐１１  
ＮＯＫ株式会社内

審査官　 杉山  豊博

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お  
り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 内 周 側 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電  
部 材 に 重 な っ て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 、
　 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お  
り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、

請求項の数　30　（全27頁）
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　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 内 周 側 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電  
部 材 に 重 な っ て お り 、
　 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に  
設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を 有 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 １ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 １ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 前 記 一 対 の 端 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 対 向 す る 端 の 間 の 隙 間 で あ る 、
　 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お  
り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 内 周 側 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電  
部 材 に 重 な っ て お り 、
　 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に  
設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を 有 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 ２ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 ２ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 一 方 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 他 方 が 形 成 さ れ て い る 、
　 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 接 触 側 面  
と 被 押 圧 側 面 と を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 押 圧 側 面  
と 背 面 と を 有 し て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 の 前 記 被 押 圧 側 面 と 前 記 支 持 部 材 の 前 記 押 圧 側 面 と が 、 互 い に 対 向 し て い  
る 、
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 、
　 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成 す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成 す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 、
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　 請 求 項 ５ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 前 記 支 持 部 材 の 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 貫 通 孔  
か ら 突 出 し て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 前 記 支 持 部 材 の 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 貫 通 孔  
か ら 突 出 し て い る 、
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 支 持 部 材 よ り も 、 撓 み や す く な っ て い る 、
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に  
設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を 有 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 １ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 １ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 前 記 一 対 の 端 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 対 向 す る 端 の 間 の 隙 間 で あ る 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 ２ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 ２ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 一 方 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 他 方 が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 外 周 側 に お い て 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 又 は Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ か ら 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 軸 と 前 記 軸 が 通 る 孔 と の 間 の 密 封 を 図 る た め の 導 電 密 封 装 置 で あ っ て 、
　 軸 線 周 り に 環 状 の 部 材 で あ る 補 強 環 と 、
　 前 記 補 強 環 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ た 弾 性 体 部  
と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 構 造 体 と を 備 え 、
　 前 記 弾 性 体 部 は 、 前 記 軸 に 接 触 す る シ ー ル リ ッ プ を 有 し て お り 、
　 前 記 導 電 構 造 体 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、 前 記  
軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の  
弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、
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　 前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お  
り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 前 記 軸 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電  
部 材 に 重 な っ て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 、
　 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 軸 と 前 記 軸 が 通 る 孔 と の 間 の 密 封 を 図 る た め の 導 電 密 封 装 置 で あ っ て 、
　 軸 線 周 り に 環 状 の 部 材 で あ る 補 強 環 と 、
　 前 記 補 強 環 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ た 弾 性 体 部  
と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 構 造 体 と を 備 え 、
　 前 記 弾 性 体 部 は 、 前 記 軸 に 接 触 す る シ ー ル リ ッ プ を 有 し て お り 、
　 前 記 導 電 構 造 体 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、 前 記  
軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の  
弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お  
り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 前 記 軸 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電  
部 材 に 重 な っ て お り 、
　 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に  
設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を 有 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 １ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 １ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 前 記 一 対 の 端 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 対 向 す る 端 の 間 の 隙 間 で あ る 、
　 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 軸 と 前 記 軸 が 通 る 孔 と の 間 の 密 封 を 図 る た め の 導 電 密 封 装 置 で あ っ て 、
　 軸 線 周 り に 環 状 の 部 材 で あ る 補 強 環 と 、
　 前 記 補 強 環 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ た 弾 性 体 部  
と 、
　 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 構 造 体 と を 備 え 、
　 前 記 弾 性 体 部 は 、 前 記 軸 に 接 触 す る シ ー ル リ ッ プ を 有 し て お り 、
　 前 記 導 電 構 造 体 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、 前 記  
軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の  
弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お  
り 、
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 前 記 軸 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電  
部 材 に 重 な っ て お り 、
　 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に  
設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を 有 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て お り 、
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　 前 記 導 電 部 材 は 、 ２ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 ２ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 一 方 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 他 方 が 形 成 さ れ て い る 、
　 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 接 触 側 面  
と 被 押 圧 側 面 と を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 押 圧 側 面  
と 背 面 と を 有 し て お り 、
　 前 記 導 電 部 材 の 前 記 被 押 圧 側 面 と 前 記 支 持 部 材 の 前 記 押 圧 側 面 と が 、 互 い に 対 向 し て い  
る 、
　 請 求 項 １ ６ か ら １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て お り 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 、
　 請 求 項 １ ７ 又 １ ８ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成 す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 、
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成 す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 、
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 前 記 支 持 部 材 の 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 貫 通 孔  
か ら 突 出 し て い る 、
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 前 記 支 持 部 材 の 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 貫 通 孔  
か ら 突 出 し て い る 、
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 支 持 部 材 よ り も 、 撓 み や す く な っ て い る 、
　 請 求 項 １ ６ か ら １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に  
設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を 有 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て い る 、
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 １ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 １ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 前 記 一 対 の 端 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 対 向 す る 端 の 間 の 隙 間 で あ る 、
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
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【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 導 電 部 材 は 、 ２ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し て お り 、 ま た 、 ２ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と  
は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 一 方 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と の 間 に 、 前 記  
隙 間 の 他 方 が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 外 周 側 に お い て 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ６ か ら １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 又 は Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ か ら 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ６ か ら １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 導 電 密 封 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 導 電 構 造 体 及 び 導 電 密 封 装 置 に 関 し 、 特 に 、 回 転 す る 軸 に 導 電 通 路 を 形 成 す  
る 導 電 構 造 体 及 び 導 電 密 封 装 置 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 電 気 自 動 車 （ Ｅ Ｖ ： E l e c t r i c  V e h i c l e ） 等 の 電 動 モ ー タ が 搭 載 さ れ て い る 車 両  
で は 、 モ ー タ か ら 発 生 す る 誘 導 電 流 等 に よ っ て 電 磁 波 ノ イ ズ が 発 生 す る こ と が あ る 。 こ の  
よ う な 電 磁 波 ノ イ ズ は 、 Ａ Ｍ ラ ジ オ や 他 の 無 線 通 信 機 器 に 通 信 障 害 を も た ら す 場 合 が あ る  
。 ま た 、 こ の よ う な 電 磁 波 ノ イ ズ に よ っ て 、 ベ ア リ ン グ 等 の 金 属 部 品 に 電 食 が 生 じ る 場 合  
が あ る 。 こ の た め 、 従 来 か ら 、 こ の よ う な 電 磁 波 ノ イ ズ の 除 去 の た め の 工 夫 が な さ れ て お  
り 、 回 転 軸 に 導 電 通 路 を 形 成 す る 導 電 構 造 体 や 導 電 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 モ ー  
タ の ハ ウ ジ ン グ に 導 電 構 造 体 を 取 り 付 け 、 モ ー タ の 回 転 軸 に 、 導 電 性 材 料 か ら 作 ら れ た デ  
ィ ス ク 状 の 導 電 部 材 を 接 触 さ せ て 、 回 転 軸 と ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 導 電 通 路 を 形 成 し 、 電 磁  
波 ノ イ ズ を 回 転 軸 か ら ハ ウ ジ ン グ に 逃 が す 技 術 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参  
照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 表 ２ ０ １ ９ － ５ ０ ９ ０ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 導 電 構 造 体 の 導 電 部 材 は 、 回 転 軸 に 対 し て 摺 動 す る た め 、 従 来 か ら 、 導 電 部 材 に 対 し て  
は 導 電 性 を 有 し つ つ 、 摩 耗 し に く い 構 成 が 求 め ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に お い て  
は 、 導 電 部 材 を 導 電 性 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 製 と す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 従 来 の 導  
電 構 造 体 に 対 し て は 、 導 電 性 を 有 し つ つ 耐 摩 耗 性 を 更 に 向 上 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  
こ の よ う に 、 従 来 の 導 電 構 造 体 に 対 し て は 、 導 電 性 を 有 し つ つ 耐 摩 耗 性 を 向 上 す る こ と が  
で き る 構 成 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 導 電 性 を 有 し つ つ 耐  
摩 耗 性 を 向 上 す る こ と が で き る 導 電 構 造 体 及 び 導 電 密 封 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 導 電 構 造 体 は 、 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有  
す る 部 材 で あ る 保 持 部 材 と 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導  
電 部 材 と 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、  
前 記 導 電 部 材 と 前 記 支 持 部 材 と は 、 前 記 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て  
お り 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、 前 記 支 持 部 材  
は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 内 周 側 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電 部 材 に 重 な っ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互  
い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 接 触 側 面 と 被 押 圧 側 面 と を 有 し て お り 、 前 記 支 持 部 材  
は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 押 圧 側 面 と 背 面 と を 有 し  
て お り 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 被 押 圧 側 面 と 前 記 支 持 部 材 の 前 記 押 圧 側 面 と が 、 互 い に 対 向  
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て お  
り 、 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成  
す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 前 記 支 持  
部 材 の 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 貫 通 孔 か ら 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 支 持 部 材 よ り も 、 撓  
み や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材  
は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 軸  
線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端 を  
有 し て お り 、 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 １ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し  
て お り 、 ま た 、 １ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、 前 記 分 割 体 の 前 記 一 対 の 端 は 、 前 記 軸 線 周  
り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 対 向 す る 端 の 間 の 隙 間 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 ２ つ の 前 記 分 割 体 を 有 し  
て お り 、 ま た 、 ２ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と  
、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お  
り 、 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方  
と は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と 、  
前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と の 間 に 、 前 記 隙 間 の 一 方 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 一 方  
の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と の 間 に 、 前 記 隙 間 の 他 方  
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 外 周 側  
に お い て 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 構 造 体 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 又 は Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ か  
ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 導 電 密 封 装 置 は 、 軸 と 前 記 軸 が 通 る 孔 と の 間  
の 密 封 を 図 る た め の 導 電 密 封 装 置 で あ っ て 、 軸 線 周 り に 環 状 の 部 材 で あ る 補 強 環 と 、 前 記  
補 強 環 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ た 弾 性 体 部 と 、 前  
記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 構 造 体 と を 備 え 、 前 記 弾 性 体 部 は 、 前 記 軸 に 接 触 す る シ ー ル リ ッ  
プ を 有 し て お り 、 前 記 導 電 構 造 体 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 で あ る 保  
持 部 材 と 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材 と 、 前 記 軸  
線 周 り に 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 と を 備 え 、 前 記 導 電 部 材 と 前  
記 支 持 部 材 と は 、 前 記 軸 線 方 向 に 重 な っ て 、 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て お り 、 前 記 導 電 部  
材 は 、 前 記 軸 線 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 を 有 し て お り 、 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材  
の 前 記 内 周 側 の 端 部 を 、 前 記 軸 に 押 圧 可 能 に 、 前 記 導 電 部 材 に 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て  
互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 接 触 側 面 と 被 押 圧 側 面 と を 有 し て お り 、 前 記 支 持 部  
材 は 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 押 圧 側 面 と 背 面 と を 有  
し て お り 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 被 押 圧 側 面 と 前 記 支 持 部 材 の 前 記 押 圧 側 面 と が 、 互 い に 対  
向 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て  
お り 、 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 導 電 部 材 の 前 記 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 複 数 の 貫 通 孔 を 形  
成 す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の 複 数 の 貫 通 孔 に 進 入 し て い る  
前 記 支 持 部 材 の 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 貫 通 孔 か ら 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 前 記 支 持 部 材 よ り も 、  
撓 み や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 重 ね ら れ た 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部  
材 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ た 隙 間 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記  
軸 線 周 り に 延 び る 分 割 体 と を 有 し て お り 、 前 記 分 割 体 は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に 一 対 の 端  
を 有 し て お り 、 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 端 に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 １ つ の 前 記 分 割 体 を 有  
し て お り 、 ま た 、 １ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、 前 記 分 割 体 の 前 記 一 対 の 端 は 、 前 記 軸 線  
周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、 前 記 隙 間 は 、 前 記 分 割 体 の 前 記 対 向 す る 端 の 間 の 隙 間  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 は 、 ２ つ の 前 記 分 割 体 を 有  
し て お り 、 ま た 、 ２ つ の 前 記 隙 間 を 有 し て お り 、 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方  
と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 一 方 と は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て  
お り 、 前 記 分 割 体 の 一 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他 方 と 、 前 記 分 割 体 の 他 方 の 前 記 一 対 の 端 の 他  
方 と は 、 前 記 軸 線 周 り の 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、 前 記 一 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と  
、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 一 方 の 端 と の 間 に 、 前 記 隙 間 の 一 方 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 一  
方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と 、 前 記 他 方 の 分 割 体 の 前 記 他 方 の 端 と の 間 に 、 前 記 隙 間 の 他  
方 が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 部 材 及 び 前 記 支 持 部 材 は 、 外 周  
側 に お い て 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 導 電 密 封 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 又 は Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ  
か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 導 電 構 造 体 及 び 導 電 密 封 装 置 よ れ ば 、 導 電 性 を 有 し つ つ 耐 摩 耗 性 を 向 上 す  
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 の 概 略 構 成 を 示 す 、 軸 線 を 含 む 平 面 に よ  
る 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ る 導 電 構 造 体 の 軸 線 に 対 す る 一 方 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ ， ２ に 示 さ れ る 導 電 部 材 と 支 持 部 材 と の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 、 軸 線 を 含 む 平  
面 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ ， ２ に 示 さ れ る 導 電 部 材 と 支 持 部 材 と の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 、 軸 線 方 向 の 一  
方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 導 電 構 造 体 の 適 用 対 象 の 一 例 を 示 す た め の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ る 適 用 対 象 に お け る 、 導 電 構 造 体 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 線 Ａ － Ａ に 沿 う 断 面 の 軸 線 に 対 す る 一 方 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 の 変 形 例 を 示 す た め の 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 導 電 密 封 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 、 導 電 密 封 装 置 の 軸 線  
を 含 む 平 面 に よ る 断 面 の 軸 線 に 対 す る 一 方 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 導 電 密 封 装 置 の 適 用 対 象 の 一 例 を 示 す た め の 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 さ れ る 適 用 対 象 に お け る 、 導 電 密 封 装 置 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 断  
面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 図 面 に お い て は  
、 複 数 の 構 成 要 素 に つ い て 、 そ の 全 て に 符 号 が 付 さ れ て お ら ず 、 複 数 の 構 成 要 素 の 一 部 の  
符 号 は 省 略 さ れ て い る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 は 、 回 転 す る 軸 に 導 電 通 路 を 形 成 す る も の で あ り 、  
例 え ば 、 軸 と 軸 が 挿 通 さ れ る 孔 と の 間 に 導 電 通 路 を 形 成 す る 。 な お 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に  
係 る 導 電 構 造 体 が 適 用 さ れ る 適 用 対 象 は 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施  
形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 １ の 概 略 構 成 を 示 す 、 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に よ る 断 面 を 示 す 断 面 図 で  
あ り 、 図 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る 導 電 構 造 体 １ の 軸 線 ｘ に 対 す る 一 方 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 構 造 体 １ は 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 部 材  
で あ る 保 持 部 材 １ ０ と 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 導 電 部 材  
２ ０ と 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 支 持 部 材 ３ ０ と を 備 え て  
い る 。 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は 、 軸 線 ｘ 方 向 に 重 な っ て 、 保 持 部 材 １ ０ に 保 持 さ  
れ て い る 。 導 電 部 材 ２ ０ は 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 内 周 側 の 端 部 で あ る 内 周 端 部 ２ ５ を 有 し  
て お り 、 支 持 部 材 ３ ０ は 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ を 、 内 周 側 に 押 圧 可 能 に 、 導 電 部  
材 ２ ０ に 重 な っ て い る 。 以 下 、 導 電 構 造 体 １ の 構 成 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 内  
周 側 は 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 方 向 （ 以 下 、 径 方 向 と も い う 。 ） に お い て 、 軸 線 ｘ に 近 づ く 側  
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で あ り （ 図 １ の 矢 印 ｃ 参 照 ） 、 外 周 側 は 、 径 方 向 に お い て 、 軸 線 ｘ か ら 離 れ る 側 で あ り （  
図 １ の 矢 印 ｄ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 支 持 部 材 ３ ０ は 、 例 え ば 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 板 状 の 部 材 で  
あ り 、 軸 線 ｘ 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 押 圧 側 面 ３ １ と 背 面 ３ ２  
と を 有 し て い る 。 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 押 圧 側 面 ３ １ は 、 軸 線 ｘ 方 向 に お け る 一 方  
の 側 （ 以 下 、 正 面 側 と も い う 。 ） に 面 し て お り 、 背 面 ３ ２ は 、 軸 線 ｘ 方 向 に お け る 他 方 の  
側 （ 以 下 、 背 面 側 と も い う 。 ） に 面 し て い る 。 な お 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 正 面 側 は 、  
矢 印 ａ 方 向 の 側 で あ り 、 背 面 側 は 、 矢 印 ｂ 方 向 の 側 で あ る 。 支 持 部 材 ３ ０ は 、 内 周 側 に 端  
に 環 状 の 内 周 端 ３ ０ ａ を 有 し て お り 、 ま た 、 外 周 側 の 端 に 環 状 の 外 周 端 ３ ０ ｂ を 有 し て い  
る 。 内 周 端 ３ ０ ａ は 、 内 周 側 に 支 持 部 材 ３ ０ を 軸 線 ｘ 方 向 に 貫 通 す る 空 間 （ 貫 通 孔 ） を 画  
成 し て い る 。 内 周 端 ３ ０ ａ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 と す る 円 に 沿 っ て 延 び て い る 。 外 周  
端 ３ ０ ｂ も 同 様 に 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 と す る 円 に 沿 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 部 材 ３ ０ は 、 環 状 の 板 状 の 部 材 で あ り 、 軸 線 ｘ に 直 交  
す る 平 面 に 沿 っ て 延 び て い る 。 具 体 的 に は 、 支 持 部 材 ３ ０ の 外 周 端 ３ ０ ｂ 及 び そ の 近 傍 の  
部 分 で あ る 外 周 端 部 ３ ４ は 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 沿 う よ う に 延 び て い る 。 ま た 、 支 持  
部 材 ３ ０ の 内 周 端 ３ ０ ａ 及 び そ の 近 傍 の 部 分 で あ る 内 周 端 部 ３ ３ は 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る  
よ う に 、 外 周 端 部 ３ ４ か ら 連 続 し て 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 沿 う よ う に 延 び て い る 。 な  
お 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ は 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 沿 う よ う に 延 び て い な く て  
も よ い 。 例 え ば 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ は 、 背 面 ３ ２ 側 が 凹 む よ う に 湾 曲 し て 、 軸  
線 ｘ 方 向 に お い て 背 面 側 に 向 か う に 連 れ て 縮 径 す る よ う に 湾 曲 し て い て も よ い 。 ま た 、 支  
持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ は 、 平 面 と 曲 面 と が 組 み 合 わ さ れ た 面 に 沿 っ て 延 び て い て も よ  
い 。 支 持 部 材 ３ ０ の 材 料 は 、 弾 性 材 料 で あ り 、 例 え ば 、 樹 脂 材 料 や ゴ ム 材 料 、 不 織 布 等 で  
あ る 。 支 持 部 材 ３ ０ の 樹 脂 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ  
ン ） 、 Ｐ Ｏ Ｍ （ ポ リ ア セ タ ー ル ） 、 Ｐ Ｐ Ｓ （ ポ リ フ ェ ニ レ ン ス ル フ ァ イ ド ） 、 Ｐ Ａ （ ポ リ  
ア ミ ド ） 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ （ ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン ） 等 が あ る 。 な お 、 支 持 部 材 ３ ０ の 材  
料 は 、 こ れ ら に 限 ら れ な い 。 な お 、 支 持 部 材 ３ ０ は 、 導 電 性 を 有 し て い な く て も よ く 、 導  
電 性 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 支 持 部 材 ３ ０ は 、 上 述 の よ う な 構 成 を 有 し て お り 、 内 周 端 ３ ０ ａ が 画 成 す る 空 間 に 軸 が  
入 り 、 軸 が 内 周 端 ３ ０ ａ に 接 触 し た 際 に 、 例 え ば 弾 性 変 形 し て 、 軸 の 外 周 面 に 向 か う （ 径  
方 向 に 向 か う ） 所 定 の 大 き さ の 押 圧 力 が 発 生 す る よ う に な っ て い る 。 つ ま り 、 こ の 所 定 の  
押 圧 力 が 発 生 す る よ う に 、 材 料 や 、 内 周 端 ３ ０ ａ の 径 の 大 き さ 、 内 周 端 部 ３ ３ に お け る 支  
持 部 材 ３ ０ の 厚 さ 等 が 選 定 さ れ て い る 。 な お 、 支 持 部 材 ３ ０ の 厚 さ は 、 押 圧 側 面 ３ １ と 背  
面 ３ ２ と の 間 の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 導 電 部 材 ２ ０ は 、 例 え ば 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 板 状 の 部 材 で  
あ り 、 軸 線 ｘ 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 一 対 の 環 状 の 面 で あ る 接 触 側 面 ２ １ と 被 押 圧 側  
面 ２ ２ と を 有 し て い る 。 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 接 触 側 面 ２ １ は 、 軸 線 ｘ 方 向 に お け  
る 正 面 側 に 面 し て お り 、 被 押 圧 側 面 ２ ２ は 、 軸 線 ｘ 方 向 に お け る 背 面 側 に 面 し て い る 。 導  
電 部 材 ２ ０ は 、 内 周 側 に 端 に 環 状 の 内 周 端 ２ ０ ａ を 有 し て お り 、 ま た 、 外 周 側 の 端 に 環 状  
の 外 周 端 ２ ０ ｂ を 有 し て い る 。 内 周 端 ２ ０ ａ は 、 内 周 側 に 導 電 部 材 ２ ０ を 軸 線 ｘ 方 向 に 貫  
通 す る 空 間 （ 貫 通 孔 ） を 画 成 し て い る 。 内 周 端 ２ ０ ａ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 と す る 円  
に 沿 っ て 延 び て い る 。 外 周 端 ２ ０ ｂ も 同 様 に 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 と す る 円 に 沿 っ て 延  
び て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は 、 軸 線 ｘ 方 向 に お い て 重 な っ て い る  
。 具 体 的 に は 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０ の 被 押 圧 側 面 ２ ２ と 支 持 部 材 ３  
０ の 押 圧 側 面 ３ １ と が 対 向 し て お り 、 ま た 、 互 い に 接 触 し て い る 。 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ  
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う に 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ 方 向 に 見 て 、 互 い に 一 致 し て 重  
な る よ う な 形 状 と な っ て い る 。 つ ま り 、 導 電 部 材 ２ ０ の 被 押 圧 側 面 ２ ２ と 支 持 部 材 ３ ０ の  
押 圧 側 面 ３ １ と が 、 互 い に 同 じ 又 は 略 同 じ 形 状 及 び 大 き さ と な っ て お り 、 導 電 部 材 ２ ０ の  
内 周 端 ２ ０ ａ 及 び 外 周 端 ２ ０ ｂ と 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 ３ ０ ａ 及 び 外 周 端 ３ ０ ｂ と が 、 夫  
々 互 い に 一 致 又 は 略 一 致 し て 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と が 重 な る よ う に な っ て い る  
。 こ の よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 外 周 端 ２ ０ ｂ 及 び そ の 近 傍 に 、 支 持 部 材 ３ ０ の 外 周 端 部  
３ ４ に 対 応 し た 形 状 の 外 周 端 部 ２ ６ を 有 し て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 内 周 端 ２ ０ ａ  
及 び そ の 近 傍 に 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ に 対 応 し た 内 周 端 部 ２ ５ を 有 し て い る 。 導  
電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ は 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３  
に 対 応 し た 形 状 を 有 し て お り 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 沿 っ て 延 び て い る 。 な お 、 導 電 部  
材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ は 、 平 面 に 沿 っ て い な く て も よ い 。 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ は  
、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ に 対 応 し た 他 の 形 状 と な っ て い て も よ い 。 例 え ば 、 支 持 部  
材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ が 、 湾 曲 し て 延 び て い る 場 合 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ も 、 支  
持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ に 対 応 し て 、 湾 曲 し て 延 び る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 導 電 部 材 ２ ０ は 、 上 述 し た よ う に 、 金 属 製 で あ る 。 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 部  
材 ２ ０ は 、 導 電 構 造 体 １ に お い て 、 支 持 部 材 ３ ０ と 同 じ 又 は 略 同 じ 形 状 と な っ て い る 。 た  
だ し 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 柔 ら か く 、 自 由 状 態 に お い て 、 支 持 部 材 ３ ０ と 同 じ 又 は 略 同 じ 形  
状 が 維 持 さ れ る も の で な く て も よ く 、 ま た 、 自 由 状 態 に お い て 、 支 持 部 材 ３ ０ と 同 じ 又 は  
略 同 じ 形 状 が 維 持 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 導 電 部 材 ２ ０ が 、 自 由 状 態 に お い  
て 、 支 持 部 材 ３ ０ と 同 じ 又 は 略 同 じ 形 状 を 維 持 す る も の で あ っ た 場 合 で も 、 導 電 部 材 ２ ０  
は 、 支 持 部 材 ３ ０ よ り も 柔 ら か く な っ て お り 、 支 持 部 材 ３ ０ よ り も 撓 み や す く な っ て い る  
。 な お 、 導 電 部 材 ２ ０ の 自 由 状 態 と は 、 単 体 の 状 態 で あ り 、 導 電 部 材 ２ ０ に 外 力 が 加 わ っ  
て い な い 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 導 電 部 材 ２ ０ は 、 例 え ば 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 例 え ば 、 導 電 部 材 ２  
０ は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成 す る 網 目 構 造 を 有 し て い る 。 例 え ば 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 金 属 布  
で あ る 。 網 目 構 造 は 、 接 触 側 面 ２ １ と 被 押 圧 側 面 ２ ２ と に 沿 っ て 広 が っ て お り 、 貫 通 孔 は  
、 接 触 側 面 ２ １ と 被 押 圧 側 面 ２ ２ と の 間 を 貫 通 し て い る 。 な お 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 貫 通 孔  
を 有 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ ， ４ は 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と の 一 部 を 拡 大 し て 示 す  
図 で あ り 、 図 ３ は 、 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に よ る 断 面 を 示 し て お り 、 図 ４ は 、 正 面 側 か ら 見 た  
図 で あ る 。 図 ３ ， ４ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 格 子 状 に 延 び る 複 数 の  
金 属 線 ２ ３ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 複 数 の 金 属 線 ２ ３ の 間 に 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ が 形 成 さ  
れ て い る 。 な お 、 金 属 線 ２ ３ は 、 線 状 に 延 び る 金 属 か ら 形 成 さ れ た 構 造 で あ り 、 複 数 の 金  
属 線 ２ ３ は 、 夫 々 独 立 し た 部 材 で あ っ て も よ く 、 ま た は 、 一 体 に な っ て い て も よ い 。 図 ３  
， ４ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 金 属 線 ２ ３ は 、 接 触 側 面 ２ １ 及 び 被 押 圧 側 面 ２ ２ を 形 成 し  
て お り 、 被 押 圧 側 面 ２ ２ に 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３ １ が 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 、 支 持 部 材 ３ ０ は 、 導 電 部 材 ２ ０ の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ に  
進 入 し て い る 。 つ ま り 、 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３ １ の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ に 対 向 す る 部 分  
が 、 導 電 部 材 ２ ０ 側 に 突 出 し て 、 こ の 突 出 し た 部 分 が 、 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ 内 に 進 入 し て い  
る 。 こ の よ う に 、 支 持 部 材 ３ ０ は 、 押 圧 側 面 ３ １ に 、 複 数 の 突 出 部 ３ ５ を 有 し て お り 、 複  
数 の 突 出 部 ３ ５ は 夫 々 、 導 電 部 材 ２ ０ の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ 内 に 進 入 し て い る 。 図 ３ に 示 さ  
れ る よ う に 、 支 持 部 材 ３ ０ の 突 出 部 ３ ５ は 、 導 電 部 材 ２ ０ の 接 触 側 面 ２ １ ま で 達 し た お ら  
ず 、 貫 通 孔 ２ ４ の 途 中 ま で 突 出 し て い る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 支 持 部 材 ３ ０ の 突 出  
部 ３ ５ は 、 導 電 部 材 ２ ０ の 接 触 側 面 ２ １ ま で 達 し て い る も の で あ っ て も よ い 。 つ ま り 、 支  
持 部 材 ３ ０ の 突 出 部 ３ ５ は 、 貫 通 孔 ２ ４ の 接 触 側 面 ２ １ 側 の 端 ま で 突 出 し て い る も の で あ  
っ て も よ く 、 ま た は 、 貫 通 孔 ２ ４ の 接 触 側 面 ２ １ 側 の 端 を 超 え て 突 出 し て い る も の で あ っ  
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て も よ い 。 な お 、 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３ １ の 貫 通 孔 ２ ４ に 対 向 す る 部 分 に 、 突 出 部 ３  
５ が 形 成 さ れ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は 、 夫 々 別 に 作 ら れ た も の を 重 ね 合 わ せ て も よ く 、 イ ン  
サ ー ト 成 形 に よ り 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と を 一 体 成 形 し て も よ い 。 夫 々 別 に 作 ら  
れ た 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と を 重 ね 合 わ せ る 場 合 、 プ レ ス 等 に よ り 、 支 持 部 材 ３ ０  
の 押 圧 側 面 ３ １ に 複 数 の 突 出 部 ３ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３  
１ に 突 出 部 ３ ５ を 形 成 し な い 場 合 、 例 え ば 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と を 重 ね て 、 保  
持 部 材 １ ０ に 保 持 さ せ る 。 な お 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と を 互 い に 接 着 さ せ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 材 １ ０ は 、 具 体 的 に は 、 内 側 に 位 置 す る 内 保 持 部 材  
１ １ と 、 外 側 に 位 置 す る 外 保 持 部 材 １ ５ と を 有 し て い る 。 内 保 持 部 材 １ １ と 外 保 持 部 材 １  
５ と は 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 材 で あ り 、 互 い の 間 に 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と を 重  
ね て 保 持 可 能 な 形 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 分 で あ る 嵌  
合 部 １ ２ と 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 分 で あ る 保 持 部 １ ３ と を 有 し て い る 。 嵌 合 部 １ ２ は 、  
軸 線 ｘ に 沿 っ て 延 び る 筒 状 の 部 分 で あ り 、 保 持 部 １ ３ は 、 嵌 合 部 １ ２ の 正 面 側 の 端 部 か ら  
内 周 側 に 延 び る 円 環 状 の 部 分 で あ る 。 嵌 合 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 軸 又 は 略 中 心  
軸 と す る 円 筒 状 又 は 略 円 筒 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 外 保 持 部 材 １ ５ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 分 で あ る 嵌  
合 部 １ ６ と 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 分 で あ る 保 持 部 １ ７ と を 有 し て い る 。 嵌 合 部 １ ６ は 、  
軸 線 ｘ に 沿 っ て 延 び る 筒 状 の 部 分 で あ り 、 保 持 部 １ ７ は 、 嵌 合 部 １ ６ の 正 面 側 の 端 部 か ら  
内 周 側 に 延 び る 円 環 状 の 部 分 で あ る 。 嵌 合 部 １ ６ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 軸 又 は 略 中 心  
軸 と す る 円 筒 状 又 は 略 円 筒 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ と 外 保 持 部 材 １ ５ と は 互 い に 嵌 合 さ れ る よ  
う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 例 え ば 、 内 保 持 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ の 外 周 面 １ ２ ａ の 径 が  
、 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ の 内 周 面 １ ６ ａ の 径 よ り も 大 き く な っ て お り 、 外 保 持 部 材  
１ ５ の 嵌 合 部 １ ６ の 内 周 側 に 内 保 持 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ が 圧 入 さ れ て 、 内 保 持 部 材 １ １  
の 嵌 合 部 １ ２ と 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ と は 互 い に 嵌 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な  
お 、 嵌 合 部 １ ２ の 外 周 面 １ ２ ａ は 、 嵌 合 部 １ ２ の 外 周 側 に 面 す る 環 状 の 面 で あ り 、 ま た 、  
嵌 合 部 １ ６ の 内 周 面 １ ６ ａ は 、 嵌 合 部 １ ６ の 内 周 側 に 面 す る 環 状 の 面 で あ る 。 ま た 、 図 １  
， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ と 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ と が  
互 い に 嵌 合 さ れ た 状 態 に お い て 、 内 保 持 部 材 １ １ の 保 持 部 １ ３ と 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持  
部 １ ７ と は 、 軸 線 ｘ 方 向 に お い て 対 向 す る 部 分 を 有 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ と 外 保 持 部 材 １ ５ と が 互 い に 嵌 合 さ  
れ た 状 態 に お い て 、 内 保 持 部 材 １ １ の 保 持 部 １ ３ と 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ と は 、  
軸 線 ｘ 方 向 に お い て 、 互 い に 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ に 対 向 す る よ う に  
な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 支 持 部 材 ３ ０ の 外 周 端 部 ３ ４ に お け る 背 面 ３ ２ が 、 内 保 持 部 材  
１ １ の 保 持 部 １ ３ に 対 向 し 、 導 電 部 材 ２ ０ の 外 周 端 部 ２ ６ に お け る 接 触 側 面 ２ １ が 、 外 保  
持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ に 対 向 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に  
、 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ 夫 々 の 内 周 端 部 ２ ５ 及 び 内 周 端 部 ３ ３ は 、 内 保 持 部 材 １  
１ の 保 持 部 １ ３ よ り も 内 周 側 に 位 置 し 、 ま た 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ よ り も 内 周 側  
に 位 置 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ と 外 保 持 部 材 １ ５ と が 嵌 合 さ れ て 、 互 い に 重 ね  
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ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と が 夫 々 外 周 端 部 ２ ６ 及 び 外 周 端 部 ３ ４ に お い て 、 内  
保 持 部 材 １ １ の 保 持 部 １ ３ と 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ と の 間 に 挟 ま れ て 軸 線 ｘ 方 向 に  
押 圧 さ れ た 状 態 で 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ に 押 さ え 部 １ ８ が 形 成 さ れ 、 内 保 持 部 材  
１ １ は 、 外 保 持 部 材 １ ５ に 対 し て 固 定 さ れ る 。 な お 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 押 さ え 部 １ ８ は 、  
内 保 持 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ に 接 触 し て 、 嵌 合 部 １ ２ を 軸 線 ｘ 方 向 に お い て 固 定 す る 部 分  
で あ る 。 こ の よ う に 、 互 い に 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は 、 内 保 持 部 材 １  
１ と 外 保 持 部 材 １ ５ と の 間 に 固 定 さ れ た 状 態 （ 以 下 、 「 組 立 状 態 」 と も い う 。 ） に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 内 保 持 部 材 １ １ 及 び 外 保 持 部 材 １ ５ は 、 導 電 性 を 有 す る 金 属 か ら 作 ら れ て い る 。 な お 、  
内 保 持 部 材 １ １ 及 び 外 保 持 部 材 １ ５ は 、 他 の 導 電 性 を 有 す る 材 料 か ら 形 成 さ れ て い て も よ  
い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 導 電 構 造 体 １ の 各 構 成 部 材 は 、 上 述 の よ う な 構 成 を 有 し て お り 、 組 み 立 て ら れ て 組 立 状  
態 に な り 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う な 導 電 構 造 体 １ と な る 。 導 電 構 造 体 １ に お い て 、 内 保  
持 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ が 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ に 嵌 合 さ れ て お り 、 ま た 、 内 保 持  
部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ は 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ の 押 さ え 部 １ ８ に よ っ て 、 正 面 側  
に 向 か っ て 押 さ れ て い る 。 ま た 、 互 い に 重 ね 合 わ さ れ た 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は  
、 内 保 持 部 材 １ １ の 保 持 部 １ ３ と 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ と の 間 に 挟 ま れ て い る 。 導  
電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ は 夫 々 、 外 周 端 部 ２ ６ 及 び 外 周 端 部 ３ ４ に お い て 内 保 持 部 材  
１ １ 及 び 外 保 持 部 材 １ ５ に 保 持 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ は 外 保 持 部 材 １  
５ に 固 定 さ れ て お り 、 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ は 、 内 保 持 部 材 １ １ と 外 保 持 部 材 １  
５ と の 間 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ は 夫 々 、 後 述 す る 使 用  
状 態 に お い て 軸 に 導 電 部 材 ２ ０ の 接 触 側 面 ２ １ が 接 触 す る よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ 及 び 外  
保 持 部 材 １ ５ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０ 及  
び 支 持 部 材 ３ ０ は 夫 々 、 導 電 部 材 ２ ０ の 接 触 側 面 ２ １ が 正 面 側 に 向 く よ う に 、 内 保 持 部 材  
１ １ 及 び 外 保 持 部 材 １ ５ に 取 り 付 け ら れ て い る が 、 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ は 夫 々  
、 導 電 部 材 ２ ０ の 接 触 側 面 ２ １ が 背 面 側 に 向 く よ う に 、 内 保 持 部 材 １ １ 及 び 外 保 持 部 材 １  
５ に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う な 組 立 状 態 に な る 前 に 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ は 、 押 さ  
え 部 １ ８ を 有 し て い な く て も よ い 。 例 え ば 、 嵌 合 部 １ ６ に 押 さ え 部 １ ８ が 形 成 さ れ て い な  
い 外 保 持 部 材 １ ５ に 、 互 い に 重 ね 合 わ さ れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ を 取 り 付 け 、  
そ の 後 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ に 内 保 持 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ ２ を 取 り 付 け た 後 に 、  
嵌 合 部 １ ６ に 押 さ え 部 １ ８ を 形 成 し て も よ い 。 つ ま り 、 押 さ え 部 １ ８ を 形 成 す る こ と に よ  
り 、 嵌 合 部 １ ２ と 嵌 合 部 １ ６ と を か し め て 、 押 さ え 部 １ ８ に よ っ て 嵌 合 部 １ ２ の 端 を 正 面  
側 に 押 圧 す る よ う に し て 、 導 電 部 材 ２ ０ 、 支 持 部 材 ３ ０ 、 内 保 持 部 材 １ １ 、 及 び 外 保 持 部  
材 １ ５ を 、 図 １ ， ２ に 示 さ れ る よ う に 、 組 立 状 態 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 い で 、 導 電 構 造 体 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 導 電 構 造 体 １ の 適 用 対 象 の 一  
例 を 示 す た め の 概 念 図 で あ る 。 図 ６ は 、 図 ５ に 示 さ れ る 適 用 対 象 に お け る 、 導 電 構 造 体 １  
の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 導 電 構 造 体 １ は 、 一 例 と し て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ  
う に 、 バ ッ テ リ ー 電 気 自 動 車 （ Ｂ Ｅ Ｖ ） の 駆 動 装 置 １ ０ ０ に 適 用 さ れ る 。 駆 動 装 置 １ ０ ０  
は 、 例 え ば 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 電 動 モ ー タ １ ０ １ 、 減 速 機 １ ０ ２ 、 電 動 モ ー タ １ ０ １  
を 制 御 す る イ ン バ ー タ １ ０ ３ 、 及 び 電 源 と し て の バ ッ テ リ ー １ ０ ４ を 有 し て い る 。 電 動 モ  
ー タ １ ０ １ に お い て 、 軸 １ １ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ １ 内 に 支 持 さ れ た ベ ア リ ン グ １ １ ２ に  
回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ １ の 軸 孔 １ １ ３ を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ １  
１ １ の 外 に 出 て い る 。 電 動 モ ー タ １ ０ １ の 軸 １ １ ０ は 、 減 速 機 １ ０ ２ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０  
の 軸 孔 １ ２ ４ を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ 内 に 入 っ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ 内 に 支 持 さ れ  
た ベ ア リ ン グ １ ２ ３ に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 軸 １ １ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０  
内 の 減 速 ギ ア 段 １ ２ １ に 接 続 し て い る 。 ま た 、 減 速 機 １ ０ ２ に は 、 減 速 ギ ア 段 １ ２ １ に よ  
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っ て 減 速 さ れ た 回 転 駆 動 力 を 出 力 す る 軸 １ ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 軸 １ ２ ２ は 、 ハ ウ ジ ン  
グ １ ２ ０ 内 に 支 持 さ れ た ベ ア リ ン グ １ ２ ３ に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 ま た 、 車 輪 １ ０  
５ に 接 続 し て 、 車 輪 １ ０ ５ に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 可 能 に な っ て い る 。 減 速 機 １ ０ ２ の ハ ウ ジ  
ン グ １ ２ ０ の 軸 孔 １ ２ ４ に は 、 軸 孔 １ ２ ４ と 電 動 モ ー タ １ ０ １ の 軸 １ １ ０ と の 間 の 隙 間 を  
密 閉 す る た め の オ イ ル シ ー ル １ ２ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 減 速 機 １ ０ ２ の 軸 １ ２ ２ が 通  
る ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ の 軸 孔 １ ２ ６ に は 、 軸 孔 １ ２ ６ と 軸 １ ２ ２ と の 間 の 隙 間 を 密 閉 す る た  
め の オ イ ル シ ー ル １ ２ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 電 動 モ ー タ １ ０ １ の 軸 １ １ ０ 及 び  
ハ ウ ジ ン グ １ １ １ は 、 金 属 製 で あ り 、 減 速 機 １ ０ ２ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ 及 び 軸 １ ２ ２ は 、  
金 属 製 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 導 電 構 造 体 １ は 、 一 例 と し て 、 電 動 モ ー タ １ ０ １ の ハ ウ ジ ン グ １ １ １ と 軸 １ １ ０ と の 間  
に 設 け ら れ て 、 使 用 状 態 に な る 。 具 体 的 に は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 材 １ ０ の 外  
保 持 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ ６ が ハ ウ ジ ン グ １ １ １ の 軸 孔 １ １ ３ に 嵌 着 さ れ て 、 導 電 構 造 体 １  
が 軸 孔 １ １ ３ に 固 定 さ れ 、 ま た 、 軸 １ １ ０ が 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ に 挿 入 さ れ て  
、 導 電 構 造 体 １ は 使 用 状 態 に な る 。 使 用 状 態 に お い て 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ に お  
け る 接 触 側 面 ２ １ は 、 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ に 接 触 し て お り 、 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ の  
内 周 端 部 ２ ５ は 、 軸 １ １ ０ に 外 周 側 に 押 さ れ て 変 形 し て い る 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 導  
電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ は 、 軸 線 ｘ 方 向 に 幅 を 持 っ て 、 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ に 接  
触 し て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ が 取 り 付 け ら れ た 保 持 部 材 １ ０ （ 内 保 持 部 材 １ １ 及 び 外  
保 持 部 材 １ ５ ） は 導 電 性 を 有 す る 金 属 で 作 ら れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ １ の 軸 孔 １ １ ３ の  
内 周 面 １ １ ３ ａ に 接 触 し て い る 。 こ の よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０ と 保 持 部 材 １ ０ と は 、 使 用 状  
態 に お い て 、 電 動 モ ー タ １ ０ １ の 軸 １ １ ０ と ハ ウ ジ ン グ １ １ １ と の 間 に 電 気 を 流 す 導 電 通  
路 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 部 材 ３ ０ が 背 面 側 か ら 導 電 部 材 ２ ０ に 重 な っ て お り  
、 導 電 部 材 ２ ０ の 被 押 圧 側 面 ２ ２ に 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３ １ が 接 触 し て い る 。 上 述 の  
よ う に 、 使 用 状 態 に お い て 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ は 、 軸 １ １ ０ か ら 外 周 側 の 反 力  
を 受 け て 変 形 し て お り 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ も 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ を  
介 し て 、 軸 １ １ ０ か ら 外 周 側 の 反 力 を 受 け て 変 形 し て い る 。 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３  
は 、 上 述 の よ う に 弾 性 を 有 し て い る た め 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ は 弾 性 変 形 し て お  
り 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 部 ３ ３ に は 、 軸 １ １ ０ か ら 受 け る 力 に 対 す る 反 力 が 発 生 し て い  
る 。 こ の 支 持 部 材 ３ ０ の 反 力 に よ っ て 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ に 押  
し 付 け ら れ て お り 、 導 電 部 材 ２ ０ の 接 触 側 面 ２ １ は 、 軸 １ １ ０ に 向 か っ て 押 圧 さ れ て 、 軸  
１ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ に 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 使 用 状 態 に お い て 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 支 持 部 材 ３ ０ の 反 力 に よ っ て 、 軸 １  
１ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ に 押 し 付 け ら れ て お り 、 導 電 部 材 ２ ０ と 軸 １ １ ０ と の 間 の 接 触 が 強  
固 な も の に な っ て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ の 軸 １ １ ０ に 対 す る 追 従 性 が  
向 上 さ れ て お り 、 こ の 点 に お い て も 、 導 電 部 材 ２ ０ と 軸 １ １ ０ と の 間 の 接 触 が 強 固 な も の  
に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 導 電 構 造 体 １ に お い て は 、 導 電 部 材 ２ ０ と 軸 １ １ ０ と の 間 の  
接 触 が 安 定 し た も の に な っ て い る 。 こ の た め 、 電 動 モ ー タ １ ０ １ の 軸 １ １ ０ と ハ ウ ジ ン グ  
１ １ １ と の 間 の 導 電 通 路 を 、 電 気 を 安 定 し て 流 す 導 電 通 路 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 図 ３ ， ４ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０ の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ 内 に 、 支 持 部 材 ３  
０ の 押 圧 側 面 ３ １ に 形 成 さ れ た 突 出 部 ３ ５ が 進 入 し て お り 、 こ の 突 出 部 ３ ５ が 導 電 部 材 ２  
０ の 接 触 側 面 ２ １ を 超 え て 突 出 し て い る 場 合 、 導 電 部 材 ２ ０ に 加 え て 、 こ の 支 持 部 材 ３ ０  
の 突 出 部 ３ ５ も 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ に 接 触 す る 。 支 持 部 材 ３ ０ が 樹 脂 製 部 材 等 の 金  
属 製 部 材 よ り も 潤 滑 性 能 の 高 い 部 材 で あ る 場 合 、 貫 通 孔 ２ ４ か ら 飛 び 出 し た 突 出 部 ３ ５ が  
軸 １ １ ０ に 接 触 す る こ と に よ り 、 導 電 部 材 ２ ０ に 対 し て 摺 動 す る 軸 １ １ ０ に 対 し 、 潤 滑 効  
果 が 付 与 さ れ る 。 こ の た め 、 導 電 部 材 ２ ０ に 対 す る 軸 １ １ ０ の 摺 動 が 滑 ら か に な り 、 導 電  
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部 材 ２ ０ の 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 突 出 部 ３ ５ が 貫 通 孔 ２ ４ か ら 飛 び 出 し て  
い な い 場 合 で あ っ て も 、 導 電 部 材 ２ ０ の 摩 耗 に よ り 、 突 出 部 ３ ５ が 貫 通 孔 ２ ４ か ら 飛 び 出  
し た 際 に 、 突 出 部 ３ ５ は 軸 １ １ ０ に 接 触 し 、 導 電 部 材 ２ ０ に 対 し て 摺 動 す る 軸 １ １ ０ に 対  
し 、 潤 滑 効 果 を 付 与 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３ １ に 形 成  
さ れ た 突 出 部 ３ ５ は 、 導 電 部 材 ２ ０ の 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 使 用 状 態 に お い て 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 支 持 部 材 ３ ０ に よ っ て 支 持 さ れ て 、 軸 １ １  
０ に 安 定 し て 接 触 す る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 導 電 部 材 ２ ０ の 剛 性 を 低 く す る こ と  
が で き る 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ は 、 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ を 有 す る 網 目 構 造 を 有 し て お り 、 導  
電 部 材 ２ ０ の 剛 性 は 、 こ の 構 成 に よ っ て も 低 く さ れ て い る 。 こ の た め 、 導 電 部 材 ２ ０ の 軸  
１ １ ０ に 対 す る 接 触 を 滑 ら か な 接 触 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 導 電 部 材 ２ ０ の 耐  
摩 耗 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 導 電 部 材 ２ ０ の 剛 性 は 、 貫 通 孔 ２ ４ の 数 や 金 属 線 ２ ３  
の 線 径 の 設 定 や 、 導 電 部 材 ２ ０ を 作 る 金 属 材 料 の 種 類 等 に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る 。  
ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ に 切 り 込 み を 入 れ る こ と に よ っ て も 導 電 部 材 ２ ０ の 剛 性 を 調 整 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 導 電 構 造 体 １ は 、 減 速 機 １ ０ ２ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ と 軸 １ ２ ２ と の 間 に 設 け ら れ  
て も よ い 。 具 体 的 に は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 オ イ ル シ ー ル １ ２ ７ の 外 側 に お い て 、 ハ  
ウ ジ ン グ １ ２ ０ の 軸 孔 １ ２ ６ と 軸 １ ２ ２ と の 間 の 隙 間 に 、 導 電 構 造 体 １ が 設 け ら れ て も よ  
い 。 こ の 場 合 も 電 動 モ ー タ １ ０ １ に 取 り 付 け ら れ た 導 電 構 造 体 １ と 同 様 に 、 導 電 構 造 体 １  
の 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ と 保 持 部 材 １ ０ と は 、 減 速 機 １ ０ ２ の 軸 １ ２ ２ と ハ ウ ジ  
ン グ １ ２ ０ と の 間 に 電 気 を 流 す 導 電 通 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 上 述 の 駆 動 装 置 １ ０ ０ は 、 導 電 構 造 体 １ の 適 用 対 象 の 一 例 で あ り 、 導 電 構 造 体 １  
の 適 用 対 象 は こ れ に 限 ら れ な い 。 導 電 構 造 体 １ は 、 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー 電 気 自 動 車 （ Ｂ Ｅ  
Ｖ ） の 他 の 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 （ Ｈ Ｖ ） 、 燃 料 電 池 自 動 車 （ Ｆ Ｃ Ｖ ） 等 の 電 気 自 動 車 （  
Ｅ Ｖ ） 等 の 駆 動 装 置 に 用 い ら れ る 。 電 気 自 動 車 （ Ｅ Ｖ ） 等 の 電 動 モ ー タ が 搭 載 さ れ て い る  
車 両 で は 、 モ ー タ か ら 発 生 す る 誘 導 電 流 等 に よ っ て 電 磁 波 ノ イ ズ が 発 生 す る こ と が あ る 。  
ま た 、 電 動 モ ー タ 等 の 電 動 機 に 供 給 す る 電 流 制 御 用 の イ ン バ ー タ の オ ン オ フ 動 作 、 あ る い  
は 電 動 機 自 身 の 誘 導 電 圧 等 に よ っ て 電 磁 波 ノ イ ズ が 発 生 す る こ と が あ る 。 上 述 の よ う に 、  
導 電 構 造 体 １ は 導 電 通 路 を 形 成 し 、 軸 １ １ ０ ， １ ２ ２ に 伝 達 さ れ た 電 磁 波 ノ イ ズ を ハ ウ ジ  
ン グ １ １ １ ， １ ２ ０ に 流 す 。 こ れ に よ っ て 電 子 機 器 に 通 信 障 害 や 誤 動 作 が 発 生 す る こ と 、  
ベ ア リ ン グ 等 の 金 属 部 品 に 電 食 が 発 生 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 述 の よ う に 、 導 電 構 造 体 １ は 、 導 電 部 材 ２ ０ の 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  
こ の た め 、 導 電 部 材 ２ ０ の 摩 耗 や へ た り を 抑 制 す る た め に 、 導 電 部 材 ２ ０ と 軸 １ １ ０ ， １  
２ ２ と の 間 に 導 電 性 を 有 す る 潤 滑 剤 を 設 け な く て も よ い 。 こ の た め 、 軸 １ １ ０ ， １ ２ ２ と  
ハ ウ ジ ン グ １ １ １ ， １ ２ ０ と の 間 の 導 電 通 路 に 、 導 電 通 路 の 抵 抗 と な り 得 る 潤 滑 剤 は な く  
、 使 用 状 態 に お い て 導 電 構 造 体 １ の 導 電 性 能 が 低 下 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 導 電 構 造 体 １ は 、 例 え ば 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 材 １ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ １  
１ の 軸 孔 １ １ ３ に 嵌 着 さ せ る こ と に よ り 、 軸 １ １ ０ の 周 り に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ  
の よ う に 、 導 電 構 造 体 １ の 取 り 付 け に は 、 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ を 囲 む 環 状 の ス ペ ー  
ス の み が 必 要 で あ る 。 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ と 軸 孔 １ １ ３ の 内 周 面 １ １ ３ ａ と の 間 に  
導 電 構 造 体 １ を 取 り 付 け る ス ペ ー ス が あ る 場 合 は 、 軸 孔 １ １ ３ に 導 電 構 造 体 １ を 取 り 付 け  
ら れ る の で 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ １ に 導 電 構 造 体 １ を 取 り 付 け の た め の ス ペ ー ス を 追 加 で 設 け  
る 必 要 は な い 。 ま た 、 軸 １ １ ０ の 外 周 面 １ １ ０ ａ と 軸 孔 １ １ ３ の 内 周 面 １ １ ３ ａ と の 間 に  
導 電 構 造 体 １ を 取 り 付 け る ス ペ ー ス が な い 場 合 で あ っ て も 、 導 電 構 造 体 １ の 断 面 は 大 き く  
な い た め 、 導 電 構 造 体 １ を 取 り 付 け の た め に 、 小 さ な 環 状 の ス ペ ー ス を 軸 孔 １ １ ３ の 内 周  
面 １ １ ３ ａ に 設 け る だ け で よ い 。 こ の よ う に 、 導 電 構 造 体 １ は 、 導 電 構 造 体 １ が 取 り 付 け  
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ら れ る ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き 、 省 ス ペ ー ス を 可 能 に で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 １ は 、 導 電 性 を 有 し つ つ 耐 摩 耗  
性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 い で 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 本 発 明  
の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 ２ の 背 面 図 で あ り 、 図 ８ は 、 図 ７ の 線 Ａ － Ａ に 沿 う 断 面  
の 軸 線 ｘ に 対 す る 一 方 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ７ に は 、 軸 １ １ ０ が 挿 入 さ れ た 使 用 状 態 に  
お け る 状 態 で 導 電 構 造 体 ２ が 示 さ れ て お り 、 図 ８ に は 、 軸 １ １ ０ が 挿 入 さ れ て い な い 組 立  
状 態 で 導 電 構 造 体 ２ が 示 さ れ て い る 。 な お 、 図 ８ に お い て 、 カ ッ コ 内 の 符 号 は 、 断 面 の 反  
対 側 の 構 成 を 示 し て い る 。 導 電 構 造 体 ２ は 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ に 対 し て 、 導 電 部 材 及 び  
支 持 部 材 の 構 成 が 異 な る 。 以 下 、 導 電 構 造 体 ２ の 構 成 に つ い て 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ と 同  
じ 構 成 又 は 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 に つ い て は 、 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 し 、 導  
電 構 造 体 １ と 異 な る 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ７ ， ８ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 構 造 体 ２ は 、 導 電 構 造 体 １ の 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部  
材 ３ ０ と は 夫 々 異 な る 導 電 部 材 ４ ０ 及 び 支 持 部 材 ５ ０ を 有 し て い る 。 導 電 構 造 体 ２ に お い  
て も 、 導 電 部 材 ４ ０ と 支 持 部 材 ５ ０ と は 、 導 電 構 造 体 １ の 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０  
と 同 様 に 重 ね ら れ て 保 持 部 材 １ ０ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ ， ８ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 構 造 体 ２ に お い て 、 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ４ ０ 及 び 支 持  
部 材 ５ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ た 隙 間 ３ と 、 少 な く と も １  
つ の 軸 線 ｘ 周 り に 延 び る 分 割 体 ４ と を 有 し て い る 。 分 割 体 ４ は 、 軸 線 ｘ 周 り の 方 向 に 一 対  
の 端 ４ ａ ， ４ ｂ を 有 し て い る 。 隙 間 ３ は 、 分 割 体 ４ の 端 ４ ａ ， ４ ｂ に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ ， ８ に 示 さ れ る よ う に 、 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ４ ０ 及 び 支 持 部 材 ５ ０ は 、 例 え ば 、 導  
電 構 造 体 ２ に お い て 、 ２ つ の 隙 間 ３ （ 隙 間 ３ Ａ ， ３ Ｂ ） と ２ つ の 分 割 体 ４ （ 分 割 体 ４ Ａ ，  
４ Ｂ ） と か ら 構 成 さ れ た 、 環 状 の 板 状 の 構 造 体 と な っ て い る 。 図 ７ ， ８ に 示 さ れ る よ う に  
、 分 割 体 ４ Ａ は 、 一 対 の 端 ４ ａ ， ４ ｂ と し て の 一 対 の 端 ４ Ａ ａ ， ４ Ａ ｂ を 有 し て お り 、 分  
割 体 ４ Ｂ は 、 一 対 の 端 ４ ａ ， ４ ｂ と し て の 一 対 の 端 ４ Ｂ ａ ， ４ Ｂ ｂ を 有 し て い る 。 分 割 体  
４ の 一 方 （ 分 割 体 ４ Ａ ） の 一 対 の 端 の 一 方 （ 端 ４ Ａ ａ ） と 、 分 割 体 ４ の 他 方 （ 分 割 体 ４ Ｂ  
） の 一 対 の 端 の 一 方 （ ４ Ｂ ａ ） と は 、 軸 線 ｘ 周 り の 方 向 （ 周 方 向 ） に お い て 対 向 し て い る  
。 ま た 、 分 割 体 ４ Ａ の 一 対 の 端 の 他 方 （ 端 ４ Ａ ｂ ） と 、 分 割 体 ４ Ｂ の 一 対 の 端 の 他 方 （ 端  
４ Ｂ ｂ ） と は 、 軸 線 ｘ 周 り の 方 向 （ 周 方 向 ） に お い て 対 向 し て い る 。 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ  
ａ と 、 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ と の 間 に 、 隙 間 ３ の 一 方 （ 隙 間 ３ Ａ ） が 形 成 さ れ て お り 、 分  
割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ｂ と 、 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ｂ と の 間 に 、 隙 間 ３ の 他 方 （ 隙 間 ３ Ｂ ） が 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 図 １ ～ ４ に 示 さ れ る 、 導 電 構 造 体 １ の 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及  
び 支 持 部 材 ３ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ り 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 夫 々 、 導 電 構 造 体 １ の  
重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ の 一 部 に 一 致 又 は 略 一 致 す る 。 分 割 体 ４ Ａ ， ４  
Ｂ は 、 例 え ば 、 図 １ ～ ４ に 示 さ れ る 、 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ を 、 隙 間  
３ Ａ ， ３ Ｂ を 形 成 す る よ う に 分 割 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 こ の た め 、 分 割 体 ４  
Ａ ， ４ Ｂ の 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に よ る 断 面 の 形 状 は 、 図 ２ に 示 さ れ る 導 電 構 造 体 １ の 重 ね ら  
れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ の 断 面 形 状 と 同 じ で あ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 分 割 体 ４ Ａ は 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ と を 有 し  
て い る 。 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ は 、 導 電 構 造 体 １ の 導 電 部 材 ２ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ り  
、 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ は 、 導 電 構 造 体 １ の 支 持 部 材 ３ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ る 。 ま た  
、 分 割 体 ４ Ｂ は 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ と を 有 し て い る 。 導 電 部 材 片 ２ ０  
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Ｂ は 、 導 電 構 造 体 １ の 導 電 部 材 ２ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ り 、 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ は 、  
導 電 構 造 体 １ の 支 持 部 材 ３ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ る 。 こ の た め 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ  
は 、 導 電 部 材 ２ ０ と 同 じ 断 面 形 状 を 有 し て お り 、 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 ２ ０ ａ 、 外  
周 端 ２ ０ ｂ 、 接 触 側 面 ２ １ 、 被 押 圧 側 面 ２ ２ 、 内 周 端 部 ２ ５ 、 及 び 外 周 端 部 ２ ６ 夫 々 の 一  
部 に 対 応 す る 、 内 周 端 ２ ０ Ａ ａ 、 外 周 端 ２ ０ Ａ ｂ 、 接 触 側 面 ２ １ Ａ 、 被 押 圧 側 面 ２ ２ Ａ 、  
内 周 端 部 ２ ５ Ａ 、 及 び 外 周 端 部 ２ ６ Ａ を 有 し て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ は 、 導 電 部  
材 ２ ０ と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 複 数 の 金 属 線 ２ ３ 及 び 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ を 有 し  
て い る 。 同 様 に 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ は 、 導 電 部 材 ２ ０ と 同 じ 断 面 形 状 を 有 し て お り 、 ま た  
、 導 電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 ２ ０ ａ 、 外 周 端 ２ ０ ｂ 、 接 触 側 面 ２ １ 、 被 押 圧 側 面 ２ ２ 、 内 周 端  
部 ２ ５ 、 及 び 外 周 端 部 ２ ６ 夫 々 の 一 部 に 対 応 す る 、 内 周 端 ２ ０ Ｂ ａ 、 外 周 端 ２ ０ Ｂ ｂ 、 接  
触 側 面 ２ １ Ｂ 、 被 押 圧 側 面 ２ ２ Ｂ 、 内 周 端 部 ２ ５ Ｂ 、 及 び 外 周 端 部 ２ ６ Ｂ を 有 し て い る 。  
ま た 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ は 、 導 電 部 材 ２ ０ と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 複 数 の 金 属  
線 ２ ３ 及 び 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ は 、 支 持 部 材 ３ ０ と 同 じ 断 面 形 状 を 有 し て お り 、 ま た 、 支 持 部  
材 ３ ０ の 内 周 端 ３ ０ ａ 、 外 周 端 ３ ０ ｂ 、 押 圧 側 面 ３ １ 、 背 面 ３ ２ 、 内 周 端 部 ３ ３ 、 及 び 外  
周 端 部 ３ ４ 夫 々 の 一 部 に 対 応 す る 、 内 周 端 ３ ０ Ａ ａ 、 外 周 端 ３ ０ Ａ ｂ 、 押 圧 側 面 ３ １ Ａ 、  
背 面 ３ ２ Ａ 、 内 周 端 部 ３ ３ Ａ 、 及 び 外 周 端 部 ３ ４ Ａ を 有 し て い る 。 同 様 に 、 支 持 部 材 片 ３  
０ Ｂ は 、 支 持 部 材 ３ ０ と 同 じ 断 面 形 状 を 有 し て お り 、 ま た 、 支 持 部 材 ３ ０ の 内 周 端 ３ ０ ａ  
、 外 周 端 ３ ０ ｂ 、 押 圧 側 面 ３ １ 、 背 面 ３ ２ 、 内 周 端 部 ３ ３ 、 及 び 外 周 端 部 ３ ４ 夫 々 の 一 部  
に 対 応 す る 、 内 周 端 ３ ０ Ｂ ａ 、 外 周 端 ３ ０ Ｂ ｂ 、 押 圧 側 面 ３ １ Ｂ 、 背 面 ３ ２ Ｂ 、 内 周 端 部  
３ ３ Ｂ 、 及 び 外 周 端 部 ３ ４ Ｂ を 有 し て い る 。 ま た 、 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ は 、 支 持 部  
材 ３ ０ と 同 様 に 、 複 数 の 凸 部 ３ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 分 割 体 ４ Ａ に お い て 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ と は 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持  
部 材 ３ ０ と 同 様 に 重 な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ の 被 押 圧 側 面 ２ ２ Ａ と 支  
持 部 材 片 ３ ０ Ａ の 押 圧 側 面 ３ １ Ａ と が 接 触 し て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ の 被 押 圧 側  
面 ２ ２ Ａ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ の 押 圧 側 面 ３ １ Ａ と が 、 互 い に 同 じ 又 は 略 同 じ 形 状 及 び 大 き  
さ と な っ て お り 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ の 内 周 端 ２ ０ Ａ ａ 及 び 外 周 端 ２ ０ Ａ ｂ と 支 持 部 材 片 ３  
０ Ａ の 内 周 端 ３ ０ Ａ ａ 及 び 外 周 端 ３ ０ Ａ ｂ と が 、 夫 々 互 い に 一 致 又 は 略 一 致 し て い る 。 導  
電 部 材 片 ２ ０ Ａ は 、 一 対 の 周 方 向 の 端 で あ る 端 ２ ０ Ａ ｃ ， ２ ０ Ａ ｄ を 有 し て お り 、 ま た 、  
支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ は 、 一 対 の 周 方 向 の 端 で あ る 端 ３ ０ Ａ ｃ ， ３ ０ Ａ ｄ を 有 し て い る 。 導 電  
部 材 片 ２ ０ Ａ の 端 ２ ０ Ａ ｃ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ の 端 ３ ０ Ａ ｃ と は 、 重 な っ て 、 分 割 体 ４ Ａ  
の 端 ４ Ａ ａ を 形 成 し て お り 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ の 端 ２ ０ Ａ ｄ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ の 端 ３ ０  
Ａ ｄ と は 、 重 な っ て 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ｂ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 同 様 に 、 分 割 体 ４ Ｂ に お い て 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ と は 、 導 電 部 材 ２  
０ と 支 持 部 材 ３ ０ と 同 様 に 重 な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ の 被 押 圧 側 面 ２  
２ Ｂ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ の 押 圧 側 面 ３ １ Ｂ と が 接 触 し て い る 。 ま た 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ の  
被 押 圧 側 面 ２ ２ Ｂ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ の 押 圧 側 面 ３ １ Ｂ と が 、 互 い に 同 じ 又 は 略 同 じ 形 状  
及 び 大 き さ と な っ て お り 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ の 内 周 端 ２ ０ Ｂ ａ 及 び 外 周 端 ２ ０ Ｂ ｂ と 支 持  
部 材 片 ３ ０ Ｂ の 内 周 端 ３ ０ Ｂ ａ 及 び 外 周 端 ３ ０ Ｂ ｂ と が 、 夫 々 互 い に 一 致 又 は 略 一 致 し て  
い る 。 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ は 、 一 対 の 周 方 向 の 端 で あ る 端 ２ ０ Ｂ ｃ ， ２ ０ Ｂ ｄ を 有 し て お り  
、 ま た 、 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ は 、 一 対 の 周 方 向 の 端 で あ る 端 ３ ０ Ｂ ｃ ， ３ ０ Ｂ ｄ を 有 し て い  
る 。 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ の 端 ２ ０ Ｂ ｃ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ の 端 ３ ０ Ｂ ｃ と は 、 重 な っ て 、 分  
割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ を 形 成 し て お り 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ の 端 ２ ０ Ｂ ｄ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ  
の 端 ３ ０ Ｂ ｄ と は 、 重 な っ て 、 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ｂ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 夫 々 、 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ の  
一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ り 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 軸 線 ｘ 周 り の 円 弧 に 沿 っ て 延 び る 板  
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状 の 部 材 で あ る 。 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 又 は 略 中 心 と す る 円 弧 又 は  
略 円 弧 に 沿 っ て 延 び て い る 。 具 体 的 に は 例 え ば 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４  
Ｂ は 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ が 沿 っ て 延 び る 円 の 半 円 よ り も 短 く な る よ う に 、 周 方 向 に 延 び て  
い る 。 つ ま り 、 分 割 体 ４ Ａ （ 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ） の 端 ４ Ａ ａ 及 び 端 ４  
Ａ ｂ が 共 に 、 軸 線 ｘ を 含 む １ つ の 平 面 上 に 位 置 す る 、 ま た は 、 軸 線 ｘ を 含 む １ つ の 平 面 を  
超 え る 、 こ と が な い よ う な に 、 分 割 体 ４ Ａ は 周 方 向 に 延 び て い る 。 図 ７ に 示 さ れ る よ う に  
、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ａ ， ４ Ａ ｂ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に 平 行 に 又 は 略 平 行 に 延  
び て お り 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 方 向 に 面 し て い る 。 な お 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ａ ， ４ Ａ ｂ は  
、 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に 平 行 に 延 び て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 分 割 体 ４ Ｂ （ 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ ） は 、 分 割 体 ４ Ａ と 同 様 の 形 状 を 有  
し て お り 、 分 割 体 ３ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ 及 び 端 ４ Ｂ ｂ が 共 に 、 軸 線 ｘ を 含 む １ つ の 平 面 上 に 位 置  
す る 、 ま た は 、 軸 線 ｘ を 含 む １ つ の 平 面 を 超 え る 、 こ と が な い よ う な に 、 分 割 体 ４ Ｂ は 周  
方 向 に 延 び て い る 。 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ ， ４ Ｂ ｂ は 、 例 え ば 、  
軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に 平 行 に 又 は 略 平 行 に 延 び て お り 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 方 向 に 面 し て い る  
。 な お 、 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ ， ４ Ｂ ｂ は 、 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に 平 行 に 延 び て い な く て も  
よ い 。 な お 、 分 割 体 ４ Ｂ は 、 分 割 体 ４ Ａ と 同 様 に 形 成 さ れ て い な く て も よ く 、 分 割 体 ４ Ａ  
と 同 じ 形 態 を 有 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 導 電 部 材 ４ ０ は 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ を 有 し て お り 、 ま た 、 支  
持 部 材 ５ ０ は 、 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ を 有 し て い る 。 ま た 、 分 割 体 ４ Ａ は 、 導 電 部 材  
片 ２ ０ Ａ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ が 互 い に 重 ね ら れ て 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 分 割 体 ４ Ｂ は 、  
導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ と 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｂ が 互 い に 重 ね ら れ て 形 成 さ れ て い る 。 図 ７ に 示 さ れ  
る よ う に 、 導 電 構 造 体 ２ に お い て 、 各 構 成 要 素 で あ る 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ 及 び 隙 間 ３ Ａ ， ３  
Ｂ は 、 軸 線 ｘ を 中 心 又 は 略 中 心 と す る 円 又 は 略 円 上 に 位 置 し て い る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば  
、 分 割 体 ４ Ａ と 分 割 体 ４ Ｂ と は 、 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に つ い て 対 称 と な る よ う に 配 置 さ れ て  
い る 。 ま た 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ の 内 周 端 ２ ０ Ａ ａ と 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｂ の 内 周 端 ２ ０ Ｂ ａ  
と が 、 軸 線 ｘ を 中 心 又 は 略 中 心 と す る 円 又 は 略 円 上 に 位 置 す る よ う に 、 分 割 体 ４ Ａ と 分 割  
体 ４ Ｂ と は 配 置 さ れ て い る 。 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ａ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ と は 、 軸 線 ｘ  
に 直 交 す る 方 向 に お い て 互 い に 対 向 し て お り 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ｂ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４  
Ｂ ｂ と は 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 方 向 に お い て 互 い に 対 向 し て い る 。 こ れ に よ り 、 分 割 体 ４ Ａ  
の 端 ４ Ａ ａ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ と の 間 に 隙 間 ３ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 分 割 体 ４  
Ａ の 端 ４ Ａ ｂ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ｂ と の 間 に 隙 間 ３ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、  
隙 間 ３ Ａ は 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ａ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ と に 連 な っ て お り 、 隙 間 ３ Ｂ  
は 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ｂ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ｂ と に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 導 電 構 造 体 ２ も 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ と 同 様 に 使 用 さ れ て 、 電 動 モ ー タ １ ０ １ の 軸 １ １  
０ と ハ ウ ジ ン グ １ １ １ と の 間 に 導 電 通 路 を 形 成 す る 。 ま た 、 導 電 構 造 体 ２ も 、 上 述 の 導 電  
構 造 体 １ と 同 様 に 作 用 し て 、 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 導 電 構 造 体 ２ に お い て は 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 隙 間 ３ Ａ ， ３ Ｂ を 介 し て 環 状 に  
並 べ ら れ て い る 。 こ の た め 、 使 用 状 態 に お い て 、 軸 １ １ ０ の 回 転 に よ っ て 分 割 体 ４ Ａ ， ４  
Ｂ に 外 力 が 加 わ っ た と し て も 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 隙 間 ３ Ａ ， ３ Ｂ に 逃 げ る こ と が で き  
る 。 こ の た め 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ に 、 応 力 集 中 が 発 生  
す る よ う な 変 形 や 軸 １ １ ０ へ の 接 触 が 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ，  
３ ０ Ｂ に 生 じ る こ と を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 摩 耗 や 、 導  
電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の へ た り を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 導 電 構 造 体 ２ に お い て 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 隙 間 ３ Ａ ， ３ Ｂ を 介 し て 環 状 に 並  
べ ら れ て い る 。 こ の た め 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ を 保 持  
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部 材 １ ０ に 固 定 す る 際 に 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材 片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ は 、 隙  
間 ３ Ａ ， ３ Ｂ に 逃 げ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材  
片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ を 保 持 部 材 １ ０ に 固 定 す る 際 に 、 導 電 部 材 片 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ や 支 持 部 材  
片 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ に し わ 等 の 変 形 が 生 じ る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 図 ７ ， ８ に 示 さ れ る よ う に 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ の 側 面 １ ７ ａ に は 、 例  
え ば 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ の 隙 間 ３ Ａ ， ３ Ｂ 夫 々 に 対 応 す る 周 方 向 の 位 置 に 、 背 面 側 に 突 出  
す る 部 分 で あ る 凸 部 ５ ａ ， ５ ｂ が 設 け ら れ て い て も よ い 。 導 電 構 造 体 ２ に お い て 、 凸 部 ５  
ａ は 、 隙 間 ３ Ａ に 収 容 さ れ 、 凸 部 ５ ｂ は 、 隙 間 ３ Ｂ に 収 容 さ れ る 。 隙 間 ３ Ａ に お い て 、 凸  
部 ５ ａ は 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ａ 及 び 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ａ に 接 触 す る よ う に な っ て お り  
、 隙 間 ３ Ｂ に お い て 、 凸 部 ５ ｂ は 、 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ｂ 及 び 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ｂ に 接  
触 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 隙 間 ３ Ａ に お い て 、 凸 部 ５ ａ と 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ａ と  
の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 隙 間 ３ Ａ に お い て 、 凸 部 ５ ａ と 分 割 体 ４ Ｂ  
の 端 ４ Ｂ ａ と の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 同 様 に 、 隙 間 ３ Ｂ に お い て 、 凸 部 ５  
ｂ と 分 割 体 ４ Ａ の 端 ４ Ａ ｂ と の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 隙 間 ３ Ｂ に お  
い て 、 凸 部 ５ ｂ と 分 割 体 ４ Ｂ の 端 ４ Ｂ ｂ と の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 な お 、  
凸 ５ ａ ， ５ ｂ は 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ の 側 面 １ ７ ａ で は な く 、 内 保 持 部 材 １ １ の  
保 持 部 １ ３ の 側 面 １ ３ ａ に 、 同 様 に 夫 々 隙 間 ３ Ａ ， ３ Ｂ に 収 容 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い  
て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５ ａ ， ５ ｂ は 、 外 保 持 部 材 １ ５ の 保 持 部 １ ７ の 側 面 １ ７ ａ に 加 え て  
、 内 保 持 部 材 １ １ の 保 持 部 １ ３ の 側 面 １ ３ ａ に も 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５ ａ  
は 、 複 数 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５ ｂ は 、 複 数 設 け ら れ て い て も よ い 。 凸 部 ５  
ａ ， ５ ｂ は 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ の 保 持 部 材 １ ０ に 対 す る 回 転 の 防 止 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 構 造 体 ２ は 、 導 電 性 を 有 し つ つ 耐 摩 耗  
性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 い で 、 上 述 の 導 電 構 造 体 ２ の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 導 電 構 造 体 ２ の 変 形  
例 を 示 す た め の 背 面 図 で あ り 、 変 形 例 に 係 る 分 割 体 ４ Ｃ が 示 さ れ て い る 。 図 ９ に 示 さ れ る  
よ う に 、 変 形 例 に 係 る 導 電 構 造 体 ２ は 、 分 割 体 ４ と し て １ つ の 分 割 体 ４ Ｃ と 、 隙 間 ３ と し  
て １ つ の 隙 間 ３ Ｃ と を 有 し て い る も の で あ る 。 変 形 例 に 係 る 導 電 構 造 体 ２ に は 、 隙 間 ３ Ａ  
又 は 隙 間 ３ Ｂ の 一 方 が な く 、 隙 間 ３ Ａ 又 は 隙 間 ３ Ｂ の 一 方 の 部 分 に も 分 割 体 ４ Ａ 又 は 分 割  
体 ４ Ｂ が 延 び て お り 、 隙 間 ３ Ａ 又 は 隙 間 ３ Ｂ の 一 方 の 部 分 に お い て 分 割 体 ４ Ａ と 分 割 体 ４  
Ｂ と が つ な が っ て １ つ の 分 割 体 ４ Ｃ と な っ て い る も の で あ る 。 変 形 例 に 係 る 導 電 構 造 体 ２  
の 分 割 体 ４ Ｃ は 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 又 は 略 中 心 と す る 円 又 は 略  
円 上 に 延 び て お り 、 端 ４ Ｃ ａ と 端 ４ Ｃ ｂ と は 、 周 方 向 に お い て 対 向 し て お り 、 具 体 的 に は  
例 え ば 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 方 向 に お い て 対 向 し て い る 。 分 割 体 ４ Ｃ は 、 分 割 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ  
と 同 様 に 、 導 電 構 造 体 １ の 導 電 部 材 ２ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ る 導 電 部 材 片 ２ ０ Ｃ と  
、 導 電 構 造 体 １ の 支 持 部 材 ３ ０ の 一 部 に 対 応 す る 部 材 で あ る 支 持 部 材 片 ３ ０ Ｃ と を 有 し て  
い る 。 な お 、 導 電 構 造 体 ２ は 、 ３ つ 以 上 の 隙 間 ３ 及 び ３ つ 以 上 の 分 割 体 ４ を 有 し て い て も  
よ い 。 こ の 場 合 も 、 複 数 の 隙 間 ３ 及 び 複 数 の 分 割 体 ４ は 、 環 状 に 連 な っ て い る 。 本 変 形 例  
に お い て は 、 凸 部 ５ ａ ， ５ ｂ の 一 方 の み が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 い で 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 導 電 密 封 装 置 ６ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０ は 、 導  
電 密 封 装 置 ６ の 概 略 構 成 を 示 す 、 導 電 密 封 装 置 ６ の 軸 線 ｘ を 含 む 平 面 に よ る 断 面 の 軸 線 ｘ  
に 対 す る 一 方 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 導 電 密 封 装 置 ６ は 、 適 用 対 象 の 軸 と 軸 が 通 る 孔 と の 間  
の 密 封 を 図 る た め の 密 封 装 置 で あ っ て 、 ま た 、 軸 と 軸 が 通 る 孔 と の 間 に 導 電 通 路 を 形 成 す  
る 導 電 構 造 体 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 密 封 装 置 ６ は 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 材 で あ る 補 強 環 ６  
０ と 、 補 強 環 ６ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ た 弾 性 体  
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部 ７ ０ と 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 導 電 構 造 体 ７ と を 備 え て い る 。 弾 性 体 部 ７ ０ は 、 軸 に 接 触  
す る シ ー ル リ ッ プ ７ １ を 有 し て い る 。 導 電 構 造 体 ７ は 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 材 で あ る 保  
持 部 材 ８ ０ と 、 上 述 の 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ と を 有 し て い る 。 導 電 部 材 ２ ０ と 支  
持 部 材 ３ ０ と は 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ に お け る 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と 同 様 に 重 な  
っ て 、 保 持 部 材 ８ ０ に 保 持 さ れ て い る 。 以 下 、 導 電 密 封 装 置 ６ の 構 成 に つ い て 具 体 的 に 説  
明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 導 電 密 封 装 置 ６ は 、 例 え ば 、 公 知 の オ イ ル シ ー ル と 同 様 の 補  
強 環 ６ ０ 及 び 弾 性 体 部 ７ ０ を 有 し て お り 、 補 強 環 ６ ０ は 、 筒 部 ６ １ と 円 環 部 ６ ２ と を 有 し  
て い る 。 ま た 、 弾 性 体 部 ７ ０ は 、 シ ー ル リ ッ プ ７ １ に 加 え て 、 基 部 ７ ２ 、 ガ ス ケ ッ ト 部 ７  
３ 、 及 び カ バ ー 部 ７ ４ を 有 し て い る 。 シ ー ル リ ッ プ ７ １ は 基 部 ７ ２ か ら 密 封 対 象 物 側 に 向  
か っ て 延 び て い る 。 ガ ス ケ ッ ト 部 ７ ３ は 、 補 強 環 ６ ０ の 筒 部 ６ １ を 外 周 側 か ら 覆 う 部 分 で  
あ り 、 適 用 対 象 の 孔 に 圧 入 さ れ る 部 分 で あ る 。 ガ ス ケ ッ ト 部 ７ ３ の 外 周 面 ７ ３ ａ は 、 適 用  
対 象 の 孔 に 押 し 付 け ら れ る よ う な 径 に な っ て い る 。 カ バ ー 部 ７ ４ は 、 補 強 環 ６ ０ の 円 環 部  
６ ２ を 、 密 封 対 象 物 側 と 反 対 側 か ら 覆 う 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 カ バ ー 部 ７ ４ の 外 周 側 の 端 部 （ 外 周 端 部 ７ ４ ａ ） に は 、 外 周  
側 に 面 す る 環 状 の 面 で あ る 嵌 合 面 ７ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 嵌 合 面 ７ ５ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ  
を 中 心 軸 と す る 円 筒 面 に 沿 っ て 延 び る 筒 面 で あ る 。 嵌 合 面 ７ ５ は 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 軸  
線 ｘ を 中 心 軸 又 は 略 中 心 軸 と す る 円 筒 面 又 は 略 円 筒 面 で あ る 。 嵌 合 面 ７ ５ は 、 例 え ば 図 １  
０ に 示 さ れ る よ う に 、 外 周 端 部 ７ ４ ａ の 他 の 部 分 よ り も 外 周 側 に 位 置 し て お り 、 ガ ス ケ ッ  
ト 部 ７ ３ と の 間 に 内 周 側 に 凹 む 環 状 の 凹 部 ７ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 カ バ ー 部 ７ ４ の 嵌 合 面  
７ ５ は 、 ガ ス ケ ッ ト 部 ７ ３ の 外 周 面 ７ ３ ａ よ り も 径 方 向 に お い て 内 周 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 カ バ ー 部 ７ ４ は 、 密 封 対 象 物 側 と 反 対 側 に 面 す る 環 状 の 面 で あ る 保 持 面 ７ ７ を 有  
し て い る 。 保 持 面 ７ ７ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 沿 っ て 延 び る 面 で あ る 。 保 持  
面 ７ ７ は 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 平 行 又 は 略 平 行 な 面 上 を 延 び る 面  
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 導 電 構 造 体 ７ の 保 持 部 材 ８ ０ は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ の 保 持  
部 材 １ ０ の 外 保 持 部 材 １ ５ と 同 様 の 形 態 を 有 し て い る 。 保 持 部 材 ８ ０ は 、 外 保 持 部 材 １ ５  
と 同 じ 導 電 性 の 材 料 か ら 作 ら れ て い る 。 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 材 ８ ０ は 、 例 え  
ば 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 分 で あ る 嵌 合 部 ８ １ と 、 軸 線 ｘ 周 り に 環 状 の 部 分 で あ る 保 持 部  
８ ２ と を 有 し て い る 。 嵌 合 部 ８ １ は 、 軸 線 ｘ に 沿 っ て 延 び る 筒 状 の 部 分 で あ り 、 保 持 部 ８  
２ は 、 嵌 合 部 ８ １ の 正 面 側 の 端 部 か ら 内 周 側 に 延 び る 円 環 状 の 部 分 で あ る 。 図 １ ０ に 示 さ  
れ る よ う に 、 嵌 合 部 ８ １ は 、 例 え ば 、 径 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す る 面 で あ る 外 周 面 ８ １  
ａ と 内 周 面 ８ １ ｂ と を 有 し て い る 。 外 周 面 ８ １ ａ は 、 外 周 側 に 面 す る 環 状 の 面 で あ り 、 内  
周 面 ８ １ ｂ は 、 内 周 側 に 面 す る 環 状 の 面 で あ る 。 内 周 面 ８ １ ｂ は 、 軸 線 ｘ に 沿 っ て 延 び る  
筒 面 で あ り 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ を 中 心 軸 又 は 略 中 心 軸 と す る 円 筒 面 又 は 略 円 筒 面 で あ る 。 ま  
た 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 ８ ２ は 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ 方 向 に お い て 互 い に 背 向 す  
る 面 で あ る 側 面 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ を 有 し て い る 。 嵌 合 部 ８ １ の 内 周 面 ８ １ ｂ に つ な が る 側 面  
８ ２ ｂ は 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に 沿 っ て 延 び て お り 、 例 え ば 、 軸 線 ｘ に 直 交 す る 平 面 に  
平 行 又 は 略 平 行 な 面 上 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 保 持 部 材 ８ ０ の 嵌 合 部 ８ １ は 、 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ の 外 周 端 部 ７ ４ ａ に 嵌 合 可  
能 に な っ て い る 。 具 体 的 に は 例 え ば 、 嵌 合 部 ８ １ の 内 周 面 ８ １ ｂ の 径 が 、 カ バ ー 部 ７ ４ の  
外 周 端 部 ７ ４ ａ の 嵌 合 面 ７ ５ の 径 よ り も 小 さ く な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 保 持 部 材 ８ ０ の  
嵌 合 部 ８ １ 内 に 、 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ が 圧 入 さ れ て 、 保 持 部 材 ８ ０ が 弾 性 体 部 ７  
０ に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
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　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ は 、 保 持 部 材 ８ ０  
の 保 持 部 ８ ２ と 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ の 保 持 面 ７ ７ と の 間 に 保 持 さ れ て い る 。 具 体  
的 に は 、 支 持 部 材 ３ ０ の 外 周 端 部 ３ ４ に お け る 背 面 ３ ２ に 、 保 持 部 材 ８ ０ の 側 面 ８ ２ ｂ が  
接 触 し て 、 導 電 部 材 ２ ０ の 外 周 端 部 ２ ５ を カ バ ー 部 ７ ４ の 保 持 面 ７ ７ に 押 し 付 け て い る 。  
上 述 の よ う に 、 保 持 部 材 ８ ０ の 嵌 合 部 ８ １ が 、 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ の 外 周 端 部 ７  
４ ａ に 嵌 合 さ れ て 、 保 持 部 ８ ２ が 支 持 部 材 ３ ０ 及 び 導 電 部 材 ２ ０ を カ バ ー 部 ７ ４ の 保 持 面  
７ ７ に 押 し 付 け た 状 態 で 、 保 持 部 材 ８ ０ が 弾 性 体 部 ７ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 保 持 部  
材 ８ ０ の 嵌 合 部 ８ １ の 端 部 ８ １ ｃ に 、 カ バ ー 部 ７ ４ の 凹 部 ７ ６ に 収 容 さ れ る 凸 部 ８ ３ を 設  
け て も よ い （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 上 述 の よ う に 、 保 持 部 材 ８ ０ の 嵌 合 部 ８ １ が 、 弾 性 体 部 ７ ０  
の カ バ ー 部 ７ ４ の 外 周 端 部 ７ ４ ａ に 嵌 合 さ れ た 際 に 、 凸 部 ８ ３ が 凹 部 ７ ６ に 収 容 さ れ る よ  
う に す る こ と に よ り 、 保 持 部 ８ ２ が 支 持 部 材 ３ ０ 及 び 導 電 部 材 ２ ０ を カ バ ー 部 ７ ４ の 保 持  
面 ７ ７ に 押 し 付 け た 状 態 で 、 保 持 部 材 ８ ０ を よ り 強 固 に 弾 性 体 部 ７ ０ に 固 定 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 導 電 密 封 装 置 ６ に お い て 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ に お け る 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０  
と 同 様 に 、 導 電 部 材 ２ ０ の 被 押 圧 側 面 ２ ２ に 支 持 部 材 ３ ０ の 押 圧 側 面 ３ １ が 接 触 し て 、 支  
持 部 材 ３ ０ が 導 電 部 材 ２ ０ を 支 持 し て い る 。 こ れ に よ り 、 導 電 密 封 装 置 ６ に お い て も 、 導  
電 部 材 ２ ０ の 内 周 端 部 ２ ５ に お け る 接 触 側 面 ２ １ は 、 適 用 対 象 の 軸 の 外 周 面 に 接 触 す る よ  
う な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 導 電 密 封 装 置 ６ の 各 構 成 部 材 は 、 上 述 の よ う な 構 成 を 有 し て お り 、 組 み 立 て ら れ て 組 立  
状 態 に な り 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う な 導 電 密 封 装 置 ６ と な る 。 導 電 密 封 装 置 ６ に お い て 、  
保 持 部 材 ８ ０ の 嵌 合 部 ８ １ が 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ の 外 周 端 部 ７ ４ ａ に 嵌 合 さ れ て  
お り 、 重 ね ら れ た 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ は 、 保 持 部 材 ８ ０ の 保 持 部 ８ ２ と 弾 性 体  
部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ と の 間 に 挟 ま れ て い る 。 こ の よ う に 、 保 持 部 材 ８ ０ は 弾 性 体 部 ７ ０  
に 固 定 さ れ て お り 、 導 電 部 材 ２ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ と は 、 保 持 部 材 ８ ０ と 弾 性 体 部 ７ ０ と の  
間 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 １ １ は 、 導 電 密 封 装 置 ６ の 適 用 対 象 の 一 例 を 示 す た め の 概 念 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 図  
１ １ に 示 す 適 用 対 象 に お け る 、 導 電 密 封 装 置 ６ の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 導  
電 密 封 装 置 ６ は 、 一 例 と し て 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 バ ッ テ リ ー 電 気 自 動 車 （ Ｂ Ｅ Ｖ  
） の 駆 動 装 置 ２ ０ ０ に 適 用 さ れ る 。 駆 動 装 置 ２ ０ ０ は 、 上 述 の 駆 動 装 置 １ ０ ０ （ 図 ５ ， ６  
参 照 ） と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る が 、 駆 動 装 置 １ ０ ０ に 対 し て 、 導 電 構 造 体 １ が 取 り 付 け  
ら れ な い 点 で 異 な る 。 ま た 、 駆 動 装 置 ２ ０ ０ に は 、 駆 動 装 置 １ ０ ０ の オ イ ル シ ー ル １ ２ ７  
に 変 え て 、 導 電 密 封 装 置 ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 導 電 密 封 装 置 ６ は 、 一 例 と し て 、 減 速  
機 １ ０ ２ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ と 軸 １ ２ ２ と の 間 に 設 け ら れ て 、 使 用 状 態 に な る 。 具 体 的 に  
は 、 弾 性 体 部 ７ ０ の ガ ス ケ ッ ト 部 ７ ３ が ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ の 軸 孔 １ ２ ６ に 嵌 着 さ れ て 、 導  
電 密 封 装 置 ６ が 軸 孔 １ ２ ６ に 固 定 さ れ 、 ま た 、 軸 １ ２ ２ が シ ー ル リ ッ プ ７ １ 並 び に 導 電 部  
材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ に 挿 入 さ れ て 、 導 電 密 封 装 置 ６ は 使 用 状 態 に な る 。 使 用 状 態 に お  
い て 、 シ ー ル リ ッ プ ７ １ は 軸 １ ２ ２ の 外 周 面 １ ２ ２ ａ に 接 触 し て 、 密 封 対 象 物 側 が 密 封 さ  
れ る 。 ま た 、 使 用 状 態 に お い て 、 導 電 部 材 ２ ０ は 支 持 部 材 ３ ０ に 支 持 さ れ て 、 導 電 部 材 ２  
０ の 内 周 端 部 ２ ５ に お け る 接 触 側 面 ２ １ は 、 軸 １ ２ ２ の 外 周 面 １ ２ ２ ａ に 接 触 し て い る 。  
ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ を 保 持 す る 保 持 部 材 ８ ０ は 導 電 性 を 有 す る 金 属 で 作 ら れ て お り 、 ハ ウ  
ジ ン グ １ ２ ０ の 軸 孔 １ ２ ６ の 内 周 面 １ ２ ６ ａ に 接 触 し て い る 。 こ の よ う に 、 導 電 部 材 ２ ０  
と 保 持 部 材 ８ ０ と は 、 使 用 状 態 に お い て 、 軸 １ ２ ２ と ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ と の 間 に 電 気 を 流  
す 導 電 通 路 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 上 述 の 駆 動 装 置 ２ ０ ０ は 、 導 電 密 封 装 置 ６ の 適 用 対 象 の 一 例 で あ り 、 導 電 密 封 装  
置 ６ の 適 用 対 象 は こ れ に 限 ら れ な い 。 導 電 密 封 装 置 ６ は 、 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー 電 気 自 動 車  
（ Ｂ Ｅ Ｖ ） の 他 の 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 （ Ｈ Ｖ ） 、 燃 料 電 池 自 動 車 （ Ｆ Ｃ Ｖ ） 等 の 電 気 自  
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動 車 （ Ｅ Ｖ ） 等 の 駆 動 装 置 に 用 い ら れ る 。 電 気 自 動 車 （ Ｅ Ｖ ） 等 の 電 動 モ ー タ が 搭 載 さ れ  
て い る 車 両 で は 、 モ ー タ か ら 発 生 す る 誘 導 電 流 等 に よ っ て 電 磁 波 ノ イ ズ が 発 生 す る こ と が  
あ る 。 ま た 、 電 動 モ ー タ 等 の 電 動 機 に 供 給 す る 電 流 制 御 用 の イ ン バ ー タ の オ ン オ フ 動 作 、  
あ る い は 電 動 機 自 身 の 誘 導 電 圧 等 に よ っ て 電 磁 波 ノ イ ズ が 発 生 す る こ と が あ る 。 上 述 の よ  
う に 、 導 電 密 封 装 置 ６ は 導 電 通 路 を 形 成 し 、 軸 １ １ ０ ， １ ２ ２ に 伝 達 さ れ た 電 磁 波 ノ イ ズ  
を ハ ウ ジ ン グ １ ２ ０ に 流 す 。 こ れ に よ っ て 電 子 機 器 に 通 信 障 害 や 誤 動 作 が 発 生 す る こ と 、  
ベ ア リ ン グ 等 の 金 属 部 品 に 電 食 が 発 生 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 導 電 密 封 装 置 ６ の 導 電 構 造 体 ７ も 、 上 述 の 導 電 構 造 体 １ と 同 様 に 使 用 さ れ て 、 導 電 構 造  
体 １ と 同 様 に 作 用 し 、 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 導 電 構 造 体 ７ は 、 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３ ０ に 変 え て 、 導 電 部 材 ４ ０ 及 び 支  
持 部 材 ５ ０ を 有 し て い て も よ い 。 つ ま り 、 導 電 構 造 体 ７ は 、 導 電 部 材 ２ ０ 及 び 支 持 部 材 ３  
０ に 変 え て 、 分 割 体 ４ 及 び 隙 間 ３ を 有 し て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 隙 間 ３ に 収 容 さ れ る 凸  
部 ５ は 、 保 持 部 材 ８ ０ の 保 持 部 ８ ２ の 側 面 ８ ２ ｂ に 設 け ら れ る 。 な お 、 凸 部 ５ は 、 保 持 部  
材 ８ ０ の 保 持 部 ８ ２ の 側 面 ８ ２ ｂ で は な く 、 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ の 保 持 面 ７ ７ に  
設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５ は 、 保 持 部 材 ８ ０ の 保 持 部 ８ ２ の 側 面 ８ ２ ｂ に 加 え  
て 、 弾 性 体 部 ７ ０ の カ バ ー 部 ７ ４ の 保 持 面 ７ ７ に も 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５  
は 、 １ つ 設 け ら れ て い て も よ く 、 ま た 、 複 数 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お 、 導 電 密 封 装 置 ６ の 導 電 構 造 体 ７ に お い て も 、 導 電 構 造 体 １ に お け る 場 合 と 同 様 に  
、 種 々 の 変 形 例 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 以 上 、 上 記 実 施 形 態 を 通 じ て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 上 記 実 施 形 態  
に 記 載 の 範 囲 に は 限 定 さ れ な い 。 上 記 実 施 形 態 に 様 々 な 変 更 又 は 改 良 を 加 え る こ と が で き  
る こ と が 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。 そ の よ う な 変 更 又 は 改 良 を 加 え た 形 態 も 本 発 明 の 技 術  
的 範 囲 に 含 ま れ 得 る こ と が 、 請 求 の 範 囲 の 記 載 か ら 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め の も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定  
し て 解 釈 す る た め の も の で は な い 。 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 が 利 用 さ れ る 利 用 対  
象 を 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 は あ ら ゆ る も の を そ の 利 用 対 象 と し て 含 み 得 る 。 上 記  
実 施 形 態 が 備 え る 各 構 成 要 素 並 び に そ の 配 置 、 材 料 、 条 件 、 形 状 及 び サ イ ズ 等 は 、 例 示 し  
た も の に 限 定 さ れ る わ け で は な く 、 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 本 発 明 は 、 製 造  
上 の 公 差 等 の 実 施 に お い て 発 生 す る 差 を 含 む も の で あ る 。 ま た 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲  
に お い て 、 異 な る 実 施 形 態 で 示 し た 構 成 要 素 同 士 を 部 分 的 に 置 換 し 又 は 組 み 合 わ せ る こ と  
が で き る 。 ま た 、 上 述 し た 課 題 及 び 効 果 の 少 な く と も 一 部 を 奏 す る よ う に 、 各 構 成 を 適 宜  
選 択 的 に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 例 え ば 、 導 電 部 材 ２ ０ の 外 周 端 ２ ０ ｂ の 形 状 を 円 に 沿 っ た 形 状 で は な く 、 直 線 に 沿 っ た  
直 線 部 を 有 す る 形 状 に し て も よ い 。 例 え ば 、 導 電 部 材 ２ ０ の 外 周 端 ２ ０ ｂ の 形 状 は 、 矩 形  
で あ っ て も よ い 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ ， ４ ０ と 支 持 部 材 ３ ０ ， ５ ０ と を 、 接 着 剤 を 用 い て  
接 着 し て も よ い 。 ま た 、 導 電 部 材 ２ ０ ， ４ ０ と 保 持 部 材 １ ０ ， ８ ０ や 弾 性 体 部 ７ ０ と を 、  
接 着 剤 を 用 い て 接 着 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 導 電 通 路 の 抵 抗 と な ら な い よ う に 接 着 剤 を 塗  
布 す る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 導 電 性 を 有 す る 接 着 剤 を 用 い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
１ ， ２ ， ７   導 電 構 造 体 、 ３ ， ３ Ａ ， ３ Ｂ   隙 間 、 ４ ， ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ   分 割 体 、 ４ ａ ，  
４ ｂ ， ４ Ａ ａ ， ４ Ａ ｂ ， ４ Ｂ ａ ， ４ Ｂ ｂ   端 、 ５ ａ ， ５ ｂ   凸 部 、 ６   導 電 密 封 装 置 、 １ ０   
保 持 部 材 、 １ １   内 保 持 部 材 、 １ ２   嵌 合 部 、 １ ２ ａ   外 周 面 、 １ ３   保 持 部 、 １ ５   外 保  
持 部 材 、 １ ６   嵌 合 部 、 １ ６ ａ   内 周 面 、 １ ７   保 持 部 、 １ ７ ａ   側 面 、 １ ８   押 さ え 部 、  
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２ ０ ， ４ ０   導 電 部 材 、 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ ， ２ ０ Ｃ   導 電 部 材 片 、 ２ ０ Ａ ｃ ， ２ ０ Ａ ｄ ， ２ ０  
Ｂ ｃ ， ２ ０ Ｂ ｄ   端 、 ２ ０ ａ ， ２ ０ Ａ ａ ， ２ ０ Ｂ ａ   内 周 端 、 ２ ０ ｂ ， ２ ０ Ａ ｂ ， ２ ０ Ｂ ｂ   
外 周 端 、 ２ １ ， ２ １ Ａ ， ２ １ Ｂ   接 触 側 面 、 ２ ２ ， ２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ   被 押 圧 側 面 、 ２ ３   金  
属 線 、 ２ ４   貫 通 孔 、 ２ ５ ， ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ｂ   内 周 端 部 、 ２ ６ ， ２ ６ Ａ ， ２ ６ Ｂ   外 周 端 部  
、 ３ ０ ， ５ ０   支 持 部 材 、 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ ， ３ ０ Ｃ   支 持 部 材 片 、 ３ ０ Ａ ｃ ， ３ ０ Ａ ｄ ， ３  
０ Ｂ ｃ ， ３ ０ Ｂ ｄ   端 、 ３ ０ ａ ， ３ ０ Ａ ａ ， ３ ０ Ｂ ｂ   内 周 端 、 ３ ０ ｂ ， ３ ０ Ａ ｂ ， ３ ０ Ｂ  
ｂ   外 周 端 、 ３ １ ， ３ １ Ａ ， ３ １ Ｂ   押 圧 側 面 、 ３ ２ ， ３ ２ Ａ ， ３ ２ Ｂ   背 面 、 ３ ３ ， ３ ３  
Ａ ， ３ ３ Ｂ   内 周 端 部 、 ３ ４ ， ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ   外 周 端 部 、 ３ ５   突 出 部 、 ６ ０   補 強 環 、  
６ １   筒 部 、 ６ ２   円 環 部 、 ７ ０   弾 性 体 部 、 ７ １   シ ー ル リ ッ プ 、 ７ １ ａ   凸 部 、 ７ ２   基  
部 、 ７ ３   ガ ス ケ ッ ト 部 、 ７ ３ ａ   外 周 面 、 ７ ４   カ バ ー 部 、 ７ ４ ａ   外 周 端 部 、 ７ ５   嵌  
合 面 、 ７ ６   凹 部 、 ７ ７   保 持 面 、 ７ ７ ａ   凹 部 、 ８ ０   保 持 部 材 、 ８ １   嵌 合 部 、 ８ １ ａ   
外 周 面 、 ８ １ ｂ   内 周 面 、 ８ １ ｃ   端 部 、 ８ ２   保 持 部 、 ８ ２ ａ ， ８ ２ ｂ   側 面 、 ８ ３   凸  
部 、 １ ０ ０ ， ２ ０ ０   駆 動 装 置 、 １ ０ １   電 動 モ ー タ 、 １ ０ ２   減 速 機 、 １ ０ ３   イ ン バ ー  
タ 、 １ ０ ４   バ ッ テ リ ー 、 １ ０ ５   車 輪 、 １ １ ０ ， １ ２ ２   軸 、 １ １ ０ ａ ， １ ２ ２ ａ   外 周  
面 、 １ １ １ ， １ ２ ０   ハ ウ ジ ン グ 、 １ ２ １   減 速 ギ ア 段 、 １ １ ２ ， １ ２ ３   ベ ア リ ン グ 、 １  
１ ３ ， １ ２ ４ ， １ ２ ６   軸 孔 、 １ １ ３ ａ ， １ ２ ４ ａ ， １ ２ ６ ａ   内 周 面 、 １ ２ ５ ， １ ２ ７   
オ イ ル シ ー ル 、 ｘ   軸 線
【 要 約 】
　 導 電 構 造 体 （ １ ） は 、 環 状 の 導 電 性 を 有 す る 保 持 部 材 （ １ ０ ） と 、 環 状 の 金 属 材 料 か ら  
形 成 さ れ た 導 電 部 材 （ ２ ０ ） と 、 環 状 の 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た 支 持 部 材 （ ３ ０ ） と を 備  
え て い る 。 導 電 部 材 （ ２ ０ ） と 支 持 部 材 （ ３ ０ ） と は 、 軸 線 ｘ 方 向 に 重 な っ て 、 保 持 部 材  
（ １ ０ ） に 保 持 さ れ て い る 。 導 電 部 材 （ ２ ０ ） は 、 環 状 の 内 周 端 部 （ ２ ５ ） を 有 し て お り  
、 支 持 部 材 （ ３ ０ ） は 、 導 電 部 材 （ ２ ０ ） の 内 周 端 部 （ ２ ５ ） を 、 内 周 側 に 押 圧 可 能 に 、  
導 電 部 材 （ ２ ０ ） に 重 な っ て い る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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